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   第 ４ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

令和３年10月11日(月曜日) 

午前９時58分開議 

            午前11時８分休憩 

            午後０時58分開議 

午後２時６分休憩 

午後２時13分開議 

            午後２時45分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第36号 令和２年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

 議案第37号 令和２年度熊本県中小企業振

興資金特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議案第41号 令和２年度熊本県港湾整備事

業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第42号 令和２年度熊本県臨海工業用

地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議案第48号 令和２年度熊本県高度技術研

究開発基盤整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

議案第49号 令和２年度熊本県のチッソ株

式会社に対する貸付けに係る県債償還等

特別会計歳入歳出決算の認定について 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(12人) 

        委 員 長 渕 上 陽 一 

        副委員長 増 永 慎一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 井 手 順 雄 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 山 本 伸 裕 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

        委  員 島 田   稔 

        委  員 西 村 尚 武 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 環境生活部 

         部  長 藤 本   聡 

       政策審議監 小 原 雅 之 

        環境局長 波 村 多 門 

      県民生活局長 手 島 章 人 

環境政策課長 江 橋 倫 明 

     水俣病保健課長 原 田 義 隆

首席医療審議員 山 口 喜久雄 

     水俣病審査課長 枝 國 智 子 

    環境立県推進課長 吉 澤 和 宏 

      環境保全課長 西 村 浩 一 

      自然保護課長 前 田   隆 

    循環社会推進課長 小 原 正 巳 

  くらしの安全推進課長 田 元 雅 文 

      消費生活課長 福 永 公 彦           

男女参画・協働推進課長 木 村 和 子 

    人権同和政策課長 鈴   和 幸 

 商工労働部 

部 長 三 輪 孝 之 

政策審議監 

兼商工雇用創生局長 上 田 哲 也 

産業振興局長 内 藤 美 恵 

商工政策課長 市 川 弘 人  

商工振興金融課長 増 田 要 一 

 労働雇用創生課長 中 川 博 文 

産業支援課長 受 島 章太郎 

エネルギー政策課長 上 塚 恭 司 

企業立地課長 工 藤   晃 

観光戦略部 

部 長 寺 野 愼 吾 

政策審議監 府 高   隆 

観光交流政策課長 久 原 美樹子 

観光企画課長 脇   俊 也 
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観光振興課長 川 㟢 典 靖 

販路拡大ビジネス課長 池 田 健 三 

    ――――――――――――――― 

出納局職員出席者 

    会計管理者兼出納局長 手 島 和 生 

    首席審議員兼会計課長 永 江 昌 二 

――――――――――――――― 

監査委員事務局出席者 

          局 長 西 浦 一 義 

   首席審議員兼監査監 伊津野 裕 昭 

          監査監 松 岡 貴 浩 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 宗 像 克 彦 

     議事課課長補佐 松 本 淳 一 

議事課主幹 甲 斐   博 

  ――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○渕上陽一委員長 おはようございます。 

 それでは、ただいまから第４回決算特別委

員会を開会いたします。 

 本日は、午前に環境生活部の審査を行い、

午後から商工労働部、観光戦略部の審査を行

うこととしております。 

 それでは、これより環境生活部の審査を行

います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、質疑を

受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、環境生活部長から決算概要の総

括説明を行い、続いて、担当課長から順次資

料の説明をお願いします。 

 初めに、藤本環境生活部長。 

 

○藤本環境生活部長 おはようございます。

環境生活部でございます。 

 環境生活部の令和２年度決算の概要につき

まして御説明を申し上げます。 

 お手元の説明資料の１ページをお開きいた

だきたいと思います。 

 令和２年度歳入歳出決算総括表を御覧くだ

さい。 

 当部に関連する会計は、一般会計及び熊本

県のチッソ株式会社に対する貸付けに係る県

債償還等特別会計の２会計でございます。 

 まず、歳入でございますが、一番左、歳入

の欄の最下段、予算現額112億5,000万円余に

対しまして、調定額、収入済額は、ともに

109億1,100万円余で、不納欠損及び収入未済

はございません。 

 また、予算現額と収入済額との差額であり

ます３億3,800万円余は、主に事業繰越し 

に伴う国庫補助金の減によるものでございま

す。 

 次に、右側、歳出ですけれども、最下段の

予算現額188億3,000万円余に対しまして、支

出済額は175億6,200万円余、繰越額は７億 

6,700万円余、不用額は５億円余でございま

す。 

 不用額が生じた主な理由は、入札に伴う執

行残及び水俣病総合対策事業における療養費

の支給額が当初の見込みを下回ったことなど

によるものでございます。 

 以上が環境生活部の令和２年度決算の概要

でございます。 

 詳細につきましては、各課長が説明いたし

ますので、よろしく御審議のほどお願い申し

上げます。 

 

○渕上陽一委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いします。 

 

○江橋環境政策課長 環境政策課でございま

す。 

 最初に、今年度の定期監査におきまして、

環境生活部への指摘事項はございませんでし

た。 

 それでは、環境政策課の決算について御説
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明いたします。 

 説明資料の２ページをお願いします。 

 まず、一般会計の歳入でございますが、不

納欠損額、収入未済額はございません。 

 続きまして、３ページをお願いします。 

 一般会計の歳出でございます。 

 上段の一般管理費は、災害対応等で人事課

から特別配当を受けた職員の時間外勤務手当

などでございます。この項目につきまして

は、各部局の筆頭課に一括して計上すること

となっております。 

 中段の公害対策費は、職員給与費のほか、

環境生活部政策調整事業、水銀フリー推進事

業などでございます。 

 不用額457万円余につきましては、待ち受

け予算であります政策調整事業の執行残及び

水銀フリー事業において新型コロナの影響で

啓発のための展示会を中止したことによるも

のほか、経費節減等によるものでございま

す。 

 下段の諸支出金は、後ほど御説明いたしま

すが、チッソ株式会社に対する貸付けに係る

県債償還等特別会計への繰出金でございま

す。 

 続きまして、４ページをお願いいたしま

す。 

 ここからは、チッソ関連の特別会計となり

ます。 

 最初に、この特別会計の概要を御説明いた

します。 

 チッソが行う補償金の支払いに係る資金の

貸付けや、水俣・芦北地域振興財団がチッソ

に対して行った一時金の支払いに係る資金等

の貸付けのために発行した県債の償還などを

円滑に行うための特別会計でございます。 

 各項目につきましては、備考欄の説明書き

を御参照いただきたいと思います。 

 チッソへの金融支援につきましては、閣議

了解に基づき、県が患者県債や一時金県債等

を発行して貸付けを行いますとともに、チッ

ソの経常利益の中から可能な範囲で県への返

済を求めております。この返済額が県債の償

還額に不足する場合は、その８割を国庫補助

金、残りの２割を全額交付税措置のある特別

県債を発行して、県の償還財源に充当してお

ります。 

 それでは、内容を説明させていただきま

す。 

 まず、歳入について、全ての項目で、不納

欠損額、収入未済額はございません。 

 ４ページ上段のチッソ貸付金元金及びその

下の利子の合計２億1,300万円余は、水俣病

認定患者に対する補償の支払いのため、チッ

ソに貸し付けた貸付金の返済金でございま

す。 

 中段の水俣病問題解決支援財団出資費２億

7,600万円余は、いわゆる平成７年一時金県

債の元利償還のための一般会計からの繰入金

でございます。 

 下段の国庫支出金３億2,300万円余は、先

ほど触れましたチッソからの返済額が償還額

に不足する分の８割に相当する国からの補助

金となっております。 

 ５ページをお願いします。 

 上段の一般会計繰入金12億5,500万円余

は、特別県債の元利償還に必要な資金の繰入

れ、そして、中段の県債は、後ほど歳出に出

てまいりますが、チッソに対する特別貸付資

金8,000万の財源として発行した県債の額に

なります。こちらにつきましては、全額交付

税措置されております。 

 下段の一般会計繰入金７億5,600万円余

は、平成22年の水俣病特措法に伴う一時金県

債に係る元利償還金に対する繰入金でござい

ます。 

 歳入は以上です。 

 続きまして、６ページからが歳出になりま

す。 

 まず、上段のチッソ貸付費５億3,600万円

余は、水俣病認定患者に対する補償のための
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県債の元利償還金でございます。 

 中段の水俣病問題解決支援財団出資費２億

7,600万円余は、平成７年一時金県債の元利

償還金でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 上段の支援措置費のうち特別貸付金8,000

万円は、特別県債によるチッソへの貸付金と

なっております。 

 中段の公債費12億5,500万円余は、特別県

債の元利償還金でございます。 

 利子償還に不用額が16万8,000円ございま

すけれども、これは、予算要求時点の利子見

込額との差によるものでございます。 

 ８ページをお願いします。 

 一時金支払関係支援費７億5,600万円余

は、平成22年の特措法に伴う一時金県債の元

利償還金でございます。 

 環境政策課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○原田水俣病保健課長 水俣病保健課でござ

います。 

 説明資料の９ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 不納欠損額、収入未済額はございません。 

 下から２段目の水俣病総合対策事業費補助

につきましては、予算現額と収入済額との差

が２億6,500万円余ございます。これは、歳

入予算は実績の見通しに応じて減額更正をし

ておりますが、国からの補助金は、当初の申

請額に応じて交付されるため、差額が生じる

ものでございます。昨年度の令和２年度の差

額につきましては、本年度、国に返還いたし

ます。 

 なお、この差額が生じました主な理由は、

新型コロナウイルス感染症の影響で受診控え

などがあったためでございます。 

 ページ飛びまして、11ページをお願いいた

します。 

 歳出でございます。 

 公害保健費の不用額が２億7,400万円余ご

ざいます。 

不用額の主なものは、水俣病総合対策費等扶

助費２億900万円余、胎児性・小児性水俣病

患者等の地域生活支援事業2,300万円余でご

ざいます。 

 水俣病総合対策費等扶助費は、新型コロナ

ウイルス感染症の影響による受診控え等で療

養費の利用実績が当初の見通しを下回ったこ

となどによるものでございます。 

 また、胎児性・小児性水俣病患者等の地域

生活支援事業は、新型コロナウイルス感染症

の影響などによりサービスの利用が減少し、

見込額を利用実績が下回ったことなどによる

ものでございます。 

 水俣病保健課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○枝國水俣病審査課長 水俣病審査課でござ

います。 

 説明資料の12ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 最上段に国庫支出金、４段目に諸収入を記

載しております。国庫支出金につきまして、

記載のとおり、不納欠損額及び収入未済額は

ございません。 

 表の２段目及び３段目に国庫支出金の内訳

を記載しております。 

 ２段目の公害健康被害補償事業事務交付金

で1,039万円余、３段目の水俣病総合対策事

業費補助で98万円余、収入済額が予算現額を

上回っております。これは、法基準額の増額

などによるものでございます。 

 次に、表の４段目、諸収入でございます。

諸収入につきましても、不納欠損額及び収入

未済額はございません。 

 続きまして、13ページをお願いいたしま

す。 

 歳出でございます。 

最下段の公害保健費でございますが、 



第４回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（令和３年10月11日) 

 - 5 - 

4,054万円余の不用額が出ております。 

これは、右側の備考欄に記載のとおり、新

型コロナウイルス感染拡大のため、水俣病の

検診等につきまして、一時実施を見合わせる

などしたことに伴いまして、検診等に係る支

出額が当初の見込みを下回ったことなどによ

るものでございます。 

 なお、翌年度への繰越額はございません。 

 水俣病審査課の説明は以上でございます。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 説明資料の14ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、不納欠損額、収入未

済額はございません。 

 続きまして、15ページをお願いします。 

 上段の環境保全基金繰入金につきまして

は、予算額に対して収入済額が290万円余の

減額となっておりますが、これは、基金充当

事業の実績額が、コロナ禍でのイベント見直

し等の関係で所要見込額を下回ったことによ

り、基金の取崩し額が減額となったものでご

ざいます。 

 16ページをお願いいたします。 

 歳出につきまして、主なものを説明させて

いただきます。 

 16ページ下段の計画調査費ですが、これ

は、主に企業局の工業用水道事業の資金不足

に対する一般会計の貸付金のほか、地下水保

全条例に基づく許可制度の運用や地下水保全

のための取組などを行うものでございます。 

 不用額の240万円余は、入札や経費節減等

による執行残でございます。 

 17ページをお願いいたします。 

 表の２段目の公害対策費ですが、これは、

環境センターの運営、有明海、八代海の環境

調査、地球温暖化対策に関する事業などでご

ざいます。 

 不用額の1,960万円余の主なものは、環境

センターと水俣病資料館をつなぎます渡り廊

下の老朽化した屋根の改修工事を行った際の

入札残及びコロナ禍における事業見直し等に

よるものでございます。 

 下段の工業用水道事業会計等繰出金です

が、これは、企業局の工業用水道事業に係る

企業債の元利償還金等に関して一般会計から

繰り出すものでございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○西村環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 説明資料の18ページをお願いいたします。 

 まず、歳入に関する調べでございますが、

不納欠損額、収入未済額はございません。 

 下段の水道関係費補助について、予算現額

と収入済額との差が１億4,260万円余ござい

ますが、主に令和３年度に事業繰越しを行っ

たことによるものでございます。 

 事業繰越しにつきましては、後ほど附属資

料により御報告いたします。 

 次に、20ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、主なものを御説明い

たします。 

 まず、衛生費のうち、上段の公害対策費で

ございますが、これは、環境に著しい影響を

及ぼすおそれのある大規模開発に際し、環境

影響評価が実施される地域開発や公共事業に

ついて、環境に悪影響をもたらさないよう事

前に審査指導を行うとともに、関係機関との

連絡調整を図るための環境影響評価審査指導

費などでございます。 

 不用額190万円余につきましては、人件費

及び経費削減に伴う執行残でございます。 

 次に、中段の公害規制費でございますが、

主な事業といたしましては、大気汚染防止法

に基づき、県内36か所の測定局において、光

化学オキシダントやＰＭ2.5等の大気汚染物

質の常時監視を行っております大気汚染監視
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調査事業、原子力規制庁からの委託事業であ

ります環境放射能水準調査、河川、海域及び

地下水の水質環境監視事業等でございます。 

 不用額2,430万円余につきましては、入札

及び経費削減に伴う執行残でございます。 

 次に、下段の環境整備費でございます。 

 主な事業といたしましては、市町村が実施

する水道施設の整備等に対して補助する水道

施設整備事業、上天草宇城水道企業団の企業

債利子償還に対して補助する水道広域化施設

整備利子補給事業、水道に基づく事業認可や

指導監督、飲用井戸の衛生対策等を行う上水

道費等でございます。 

 最後に、繰越事業について御説明いたしま

す。 

 別冊の附属資料の１ページをお願いいたし

ます。 

 上段の水生生物の保全に係る水質環境基準

の類型指定事業でございますが、令和２年７

月豪雨の影響により調査が困難になったこと

により繰越しを行ったものでございます。 

 中段の水道施設整備事業でございますが、

補助事業者におきまして、関連する他事業と

の調整や関係機関との協議に時間を要したも

の、また、令和２年７月豪雨の影響により、

労務者等の確保に時間を要したことにより繰

越しとなったものでございます。 

 最下段の水道広域化の効果に関する調査研

究でございますが、新型コロナウイルス感染

拡大及び令和２年７月豪雨の影響により一部

の市町村で水道整備事業計画の見直し等が行

われ、データの収集等に時間を要したことに

より繰り越したものでございます。 

 環境保全課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○前田自然保護課長 自然保護課でございま

す。 

 説明資料にお戻りいただきまして、21ペー

ジをお願いいたします。 

 歳入でございますが、不納欠損額、収入未

済額はございません。 

 一番下の自然環境整備交付金、これは国立

公園の施設整備に対する国の交付金でござい

ます。予算額に対して収入済額が３億7,000

万円余の減収となっておりますが、主に令和

２年度３次補正の交付決定が令和３年３月に

なり、繰越しとなったものでございます。 

 事業繰越しにつきましては、後ほど附属資

料により御説明いたします。 

 次に、歳出を御説明します。 

 １ページ飛びまして、24ページをお願いい

たします。 

 上段の観光費ですが、これは、主に国立公

園内の施設整備等を行うものでございます。

昨年度は、阿蘇くじゅう国立公園内におい

て、火口周辺１キロ圏外を通る新規登山ルー

トの案内看板の整備等を実施しております。 

 不用額2,400万円余は、入札に伴う執行残

でございます。 

 続きまして、繰越事業について御説明いた

します。 

 別冊の附属資料の２ページをお願いいたし

ます。 

 明許繰越しでございますが、上段の自然公

園等施設リニューアル事業は、令和２年７月

豪雨災害復旧事業との発注時期の調整に不測

の時間を要したため、繰り越したものでござ

います。 

 下段の国立公園における国際化・老朽化対

策等整備交付金事業でございますが、主に施

設の設計や計画について変更などが生じ、発

注時期が遅れたため、繰り越したものでござ

います。 

 ３ページをお願いします。 

 上段の国立公園満喫プロジェクト推進事

業、大観峰園地をはじめ、８事業ございます

が、主に地元との協議や設計方法の決定に不

測の時間を要したため、繰り越したものでご

ざいます。 
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 下段の満喫プロジェクト推進事業、令和２

年経済対策分でございますが、交付決定が令

和３年３月となり、計画策定に不測の時間を

要したため、繰り越したものでございます。 

 めくっていただいて、４ページをお願いい

たします。 

 自然公園施設等災害復旧事業(単独事業

分)、仙酔峡園地をはじめ、９か所ございま

すが、復旧方法の検討と他の災害復旧事業と

の発注時期の調整に不測の時間を要したた

め、繰り越したものでございます。 

 続きまして、５ページをお願いいたしま

す。 

 事故繰越でございます。 

 国立公園満喫プロジェクト推進事業のうち

上の大観峰園地でございますが、新型コロナ

ウイルス感染症により主要資材である配水管

等の調達が予定どおり入手できずに、約２か

月間工事を中断せざるを得ない状況となり、

年度内の完成が困難となったことにより繰り

越したものでございます。11月の完成予定で

ございます。 

 続きまして、阿蘇市が実施する中岳中央火

口園地でございますが、本事業の実施区域

は、阿蘇火山防災計画で定める常時立入禁止

区域に位置することから、阿蘇火山防災会議

協議会から新たな安全対策を講じる必要があ

るとの指摘を受けたことで事業計画の見直し

を行うなど不測の日数を要したことから、年

度内の完成が困難となったことにより繰り越

したものでございます。12月の完成予定でご

ざいます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○小原循環社会推進課長 循環社会推進課で

ございます。 

 説明資料にお戻りをいただきまして、25ペ

ージお願いいたします。 

 歳入につきまして、不納欠損額、収入未済

額はございません。 

 歳入の主なものについて御説明いたしま

す。 

 まず、使用料及び手数料につきまして、３

段目の産業廃棄物処理業許可申請手数料が予

算現額に比べ168万円の増となっております

が、これは、申請件数が当初の見込みを上回

ったことによるものです。 

 次に、国庫支出金につきまして、２段目の

海岸漂着物等地域対策推進事業費補助が予算

現額に比べ402万円余の減となっております

が、これは、国からの交付額が予算額を下回

ったことによるものです。 

 次に、26ページをお願いします。 

 雑入につきまして、派遣職員負担金が予算

現額に比べ132万円余の減となっておりま

す。これは、令和２年７月豪雨に伴う災害廃

棄物処理支援のため、人吉市球磨村に派遣し

ております職員の給与等の負担金実績が見込

みを下回ったものでございます。 

 続きまして、27ページをお願いいたしま

す。 

 歳出につきまして、主なものを御説明いた

します。 

 中段の公害対策費につきましては、主に職

員給与費でございます。 

 不用額の432万円余につきましては、主に

人件費の執行残や事業の経費節減によるもの

です。 

 下段の環境整備費につきまして、主な内容

は、廃棄物の適正処理や不法投棄対策、産業

廃棄物税基金の積立てなどに要する経費で

す。 

 不用額の5,075万円余につきましては、主

にリサイクル促進関係の補助事業の実績減、

委託業務の入札残によるものでございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○田元くらしの安全推進課長 くらしの安全
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推進課でございます。 

 説明資料に基づき説明をさせていただきま

す。 

 資料28ページをお願いいたします。 

 まず、歳入に関する調べでございますが、

不納欠損額、収入未済額はございません。 

 次に、29ページをお願いいたします。 

 歳出に関する調べでございます。 

 まず、交通安全対策促進費でございます

が、交通安全推進連盟等への補助や交通事故

相談業務など、交通安全総合対策の推進に係

る経費でございます。 

 なお、不用額127万円余は、交通事故相談

所の人件費等の執行残でございます。 

 次に、最下段の諸費は、県民の防犯意識を

高めるための広報啓発などの犯罪の起きにく

い安全安心まちづくりの推進や犯罪被害者等

支援、再犯防止推進に係る経費でございま

す。 

 不用額257万円余は、経費節減と併せまし

て、予定していました会議や研修会等が、新

型コロナ感染症により書面開催としたこと等

に伴う会場使用料等の執行残でございます。 

 次に、30ページをお願いいたします。 

 青少年育成費でございますが、青少年育成

県民会議への補助や有害環境調査やフィルタ

リング普及促進等の少年保護育成条例の運用

など、青少年の健全育成推進に係る経費でご

ざいます。 

不用額82万円余は、経費節減と併せまし

て、新型コロナにより、立入調査に従事する

人数を減らしたことなどによる旅費等の執行

残でございます。 

 最後に、最下段の農業総務費は、食品表示

制度の啓発、指導や食の安全安心確保に係る

普及啓発、残留農薬等の食品検査に係る経費

でございます。 

 不用額203万円余は、経費節減と併せまし

て、新型コロナにより会議や研修会等を書面

開催としたことなどに伴い、会場使用料等の

執行残、巡回指導の回数減に伴う執行残でご

ざいます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○福永消費生活課長 消費生活課でございま

す。 

 説明資料の31ページをお願いいたします。 

 歳入に関する調べでございます。 

 全ての歳入につきまして、不納欠損及び収

入未済はございません。 

 最上段、貸金業者登録手数料が予算現額に

対して45万円の減、同じく、上から３段目、

地方消費者行政強化交付金が予算現額に対し

て716万円余の減、同じく、最下段、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

が予算現額に対して70万円の減となっており

ます。いずれも、当初の所要見込額を実績額

が下回ったものでございます。 

 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 歳出に関する調べでございます。 

 消費者行政推進費は、県消費生活センター

における消費生活相談や啓発事業、市町村の

行う消費者行政の補助金、多重債務者への生

活再生支援事業、新型コロナウイルス感染症

に伴う消費生活相談体制の強化などを主な事

業としております。 

 1,276万円余の不用額が生じております

が、その主な理由は、市町村補助金の実績額

が当初申請額を下回ったこと及び経費節減等

に伴う執行残でございます。 

 消費生活課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○木村男女参画・協働推進課長 男女参画・

協働推進課でございます。 

 資料の34ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、不納欠損額、収入未

済額はございません。 
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 一番下の段の新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金におきまして、予算現

額と収入済額の差が8,700万円余ございま

す。これは、令和３年度に事業を繰り越した

ことによるものでございます。繰越しにつき

ましては、後ほど附属資料により説明いたし

ます。 

 続きまして、35ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

主なものを御説明します。 

 一番下の社会福祉総務費でございますが、

これは、主にくまもと県民交流館の管理運営

経費及び女性活躍促進事業を含めた男女共同

参画の推進のための事業経費でございます。 

 なお、不用額509万円余につきましては、

各事業の経費節減等と併せ、新型コロナウイ

ルス感染症対策として、一部の会議や研修会

等を書面やオンラインで開催したことに伴う

執行残でございます。 

 続きまして、繰越事業について御説明いた

します。 

 附属資料の６ページをお願いいたします。 

 くまもと県民交流館管理運営事業として、

くまもと県民交流館パレアのエアコンの更新

を行うものでしたが、更新予定の機器が受注

生産により調達に不測の日数を要したため、

繰り越したものでございます。 

 なお、工事は既に完了しております。 

 男女参画・協働推進課は以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○鈴人権同和政策課長 人権同和政策課でご

ざいます。 

 説明資料の36ページをお願いいたします。 

 歳入について、不納欠損額、収入未済額と

もにございません。 

 次に、37ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 上から１段目、総務費、総務管理費、諸費

でございます。これは、人権に関する広報・

啓発事業に係るものでございます。569万円

余の不用額が生じております。 

これは、経費節減に伴う執行残と新型コロ

ナによる集合型研修会等をオンライン等に振

り替えたものでございます。 

 続きまして、２段目、民生費、社会福祉

費、社会福祉総務費でございます。これは、

地方改善事業等に係るものでございます。 

 473万円余の不用額が生じております。 

これも経費節減に伴う執行残でございま

す。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いをいたします。 

 

○渕上陽一委員長 以上で環境生活部の説明

が終わりましたので、質疑を受けたいと思い

ます。 

 なお、質疑は、該当する資料名並びにペー

ジ番号を述べてからお願いします。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○池田和貴委員 33ページ、消費生活課、消

費者行政の推進費なんですけれども、今の御

説明の中に予算現額と支出額の比較の1,276

万3,000円、これについては、市町村からの

交付の申請が少なくなったことが一つの要因

だということになったんですけれども、消費

生活行政については、非常に県民の安全、安

心のために、９市、熊本県の消費生活センタ

ーが、センター・オブ・センターで、市町村

にも消費生活センターを置いて、それでしっ

かり消費者の権利を守ったりとか、そういう

ことをやるということになってたんですが、

市町村からの交付金の申請が減ったってこと

は、実際、その市町村のそういったところが

きちんと機能をしているのかなってちょっと

心配になっているんですよ。 

 というのは、もともと、前提から言うと、

消費生活行政の国からの予算は、やっぱり年
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々減額をされてきてて、それぞれの市町村が

運営大変だというふうなお話をずっと聞いて

きてたもんですから、それなのに、その交付

の減、申請が上がってこなかったっていうこ

とは、ちょっとどういうことかなと思って、

ちょっとそこら辺をお尋ねしたいというふう

に思います。 

 

○福永消費生活課長 具体的に今委員がおっ

しゃったように、市町村からの申請が減った

という部分はあるんですけれども、具体的に

は、やはり新型コロナの影響等がありまし

て、予定しておいた研修であったり、例えば

出前講座、こういった部分が、学校からの要

請に応じて、地域のセンターであるとか相談

員さんが出かけていってというところがござ

いました。こういったのが、どうしてもコロ

ナ禍の影響で中止であったり、また、主催方

法を変更したという部分がございました。 

 ですから、そういった部分では、致し方な

い部分はあったんですけれども、今委員がお

っしゃったように、やはり消費者行政をしっ

かり推進するという役割ございますので、そ

こら辺を私どももしっかり対応を支援してい

くというところは、今後とも努めていきたい

と思っております。 

 

○池田和貴委員 分かりました。コロナの関

係で、予定していた研修会とかそういうのが

集まることができなくて予算減額になったっ

てことは、それは了解いたしました。 

 ただ、これから、やはりコロナ禍の中で、

やっぱりいろんな新しい消費者問題も頻発し

てくると思いますので、その辺は、しっかり

今後とも取り組んでいただくことをお願いし

ておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 要望でよろしいですか。 

 

○池田和貴委員 要望です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○髙島和男委員 説明資料の29ページ、くら

しの安全推進課にお尋ねいたします。 

 諸費として犯罪被害者等支援推進事業とい

うことでございますが、広報啓発で、チラシ

であったり、カード、そしてまた、リーフレ

ットを作成されていると思うんですけれど

も、簡単で結構なんで、その内容であった

り、そしてその配布先、そしてどういった対

象者をターゲットというか、考えていらっし

ゃるのか、教えてください。 

 

○田元くらしの安全推進課長 くらしの安全

推進課でございます。 

 被害者等支援に関しましては、昨年、県議

会において条例制定をさせていただきまし

た。その条例につきましては、一番のという

か、幾つか柱があったんですが、大きなポイ

ントとなるところは、犯罪被害者等に対して

見舞金を支給するというところが条例制定の

大きな中身でもありました。 

 その見舞金だけでなくて、こういった条例

が県で制定されましたということは、被害者

支援を県民全体で支援していくということに

つきまして非常に重要でありますので、様々

なパンフレット等を作っております。 

 犯罪被害者支援センターといった団体もご

ざいますので、そこの団体あるいは県警等と

連携をしまして様々な活動をやっておりま

す。 

 パンフレットの中身ですかね。 

 

○髙島和男委員 簡単で結構ですよ。それと

配布先。 

 

○田元くらしの安全推進課長 パンフレット
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の中身につきましては、条例制定前から作

成、配布していたものと変わらないんですけ

れども、配布先につきましては、全市町村に

犯罪被害者支援の窓口がございますので、そ

ういったところ、あるいは国の機関等にも併

せて、あと、学校等についても配布をさせて

いただいております。 

 被害者等が一番訪れる可能性が高いのは警

察だと思われますので、警察にも当然置いて

おりまして、被害届、あるいは相談等に訪れ

る方たちに対しては、被害者支援に関する内

容を盛り込んだパンフレット、被害者の手引

というものがございます。そういったものを

配布するように連携しているところでありま

す。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 続けて、ワンストップ支援

センターということで、ゆあさいどくまもと

を運営されていると思うんですけれども、昨

年度、相談件数が1,242件あったということ

でございますが、コロナ禍っていうことで、

報道等では、ＤＶであったり、虐待っていう

のが増えているようですけれども、このゆあ

さいどくまもとに対しての相談件数、これ

は、前年度あたりと――その前と比べて件数

自体はどうでしょうか、推移を。 

 

○田元くらしの安全推進課長 ゆあさいどの

相談件数についてお尋ねです。 

 これにつきましては、コロナ禍が始まって

からの件数は、それまでの令和元年の相談か

らすれば倍増しております。令和元年が622

件という数字だったんですけれども、令和２

年、これは1,242件というように倍になって

おります。今年は、９月までの、年度の上半

期の状態で782件ということですから、去年

のペースをさらに上回っているというような

数字が出ております。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 本当に、やっぱり数字だけ

見ても、ゆゆしき事態だなっていうのはもう

即座に分かるわけでございますけれども、ゆ

あさいどくまもとのホームページも、私ちょ

っと見せていただいたんですけれども、いろ

んなタイプといいますか、受けられた御本

人、あるいは保護者であったり、そういった

ところに支援を行って、具体的に電話があり

ます、相談を受けます、そしてそういう機関

につなぐまでが、ゆあさいどくまもとの役割

なんでしょうか。 

 

○田元くらしの安全推進課長 ゆあさいどの

ホームページ等見ていただいたということ

で、ありがとうございます。 

 しょっぱなの相談から、その相談だけで終

わるというものも当然ございますが、それか

らの継続した対応というのが非常に重要にな

ってまいります。警察への対応に同行してい

ただいたり、あるいは裁判に同行していただ

いたりというような直接支援というようなこ

とも相談員さんたちがなされておられます。

相談員さんも、24時間体制で相談を受け付け

ているという形になっておりますので、私た

ちからすれば、非常にありがたい対応してい

ただいているというように感じているところ

です。 

 

○髙島和男委員 本当に重要な役割を担って

いらっしゃると思うんです。全国紙でも、や

っぱり幼児期に本当に悲惨な体験をされたと

いう方が、シリーズで記載をされておりまし

た。こうして相談に来られるという方以外の

方々というの非常に実は多いんじゃないかな

と思いますんで、できる限りこのゆあさいど

くまもとに相談ができるような周知を、今ま

で以上にまた取り組んでいただきますようお

願いいたします。 

 要望です。以上です。 
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○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○鎌田聡委員 13ページ、水俣病審査課にお

尋ねをいたします。 

 コロナの関係で認定検診等の支出額が下回

ったということでございますけれども、どの

くらい例年よりこの認定検診ができなくなっ

ているのか、あと、これ、昨年度だけん、現

在もコロナの状況、今落ち着いていますけれ

ども、かなり前月までは大変な状況だったわ

けでございますけれども、まだそういった影

響によって検診数が抑えられているのかどう

なのか、ちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

 

○枝國水俣病審査課長 水俣病審査課でござ

います。 

 まず、１点目でございます。 

 まず、昨年度の検診の状況でございますけ

れども、昨年度につきましては、水俣病認定

申請を出されましたら、１つは疫学調査と申

しまして、職員が申請者の方の生活状況等を

聞き取らせていただきますので、自宅等に伺

う調査がございますが、これに関しまして

は、令和２年の３月から６月末まで実施を見

合わせていただいております。 

 また、検診に関しましては、令和２年の３

月から令和２年の９月まで実施を見合わせて

いただいたんですけれども、その結果、疫学

調査に関しましては、令和２年度は、合計で

42名の方に実施をさせていただいています

が、昨年とおととしの令和元年度に関しまし

ては、194名実施ができておりました。 

 あと、検診の結果でございますけれども、

検診に関しましては、お１人の方につきまし

て、眼科、耳鼻科、神経内科など含めまして

６科目の検診を受けていただいく必要がある

んですけれども、１科目を延べで申し上げま

すと、令和２年度は231件の科目を受診して

いただいたんですが、令和元年度は1,090件

の受診をしていただいておるという状況でご

ざいます。 

 ２点目の御質問でございますけれども、現

在は、新型コロナウイルスの感染拡大の状況

を見ながら臨機応変に対応しているんです

が、例えば疫学調査に関しましては、これま

では自宅等を訪問させていただいていたんで

すけれども、感染拡大の防止のために、例え

ば公的な、例えば振興局の会議室を借りたり

とか、そういった公的なところをお借りして

疫学調査を現在実施しているところでござい

ます。今後、感染拡大が収まってくれば、徐

々に自宅のほうにも訪問させていただくよう

に今検討しているところでございます。 

 また、検診に関しましても、１回に受けて

いただく申請者の方の人数を減らしたり、感

染拡大防止に尽力しながら、今実施を進めて

いるという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 状況分かりました。かなり昨

年度は、疫学調査も検診のほうも、関係者が

減っているのは、できなかった部分があるな

というふうに今分かりました。 

 疫学調査に振興局の会議室等、申請者の方

が来られる状況ならいいんですけれども、な

かなかそういう状況かどうなのかということ

もあると思いますし、やっぱり自宅で話伺わ

ないと、状況的にもきちんとお話できるかど

うなのか非常にデリケートな部分もあるかと

思うんですけれども、その点は大丈夫なんで

すかね。 

 

○枝國水俣病審査課長 水俣病審査課でござ

います。 

 まさに今委員のほうからお話がございまし

たとおり、申請者の方、お一人お一人に合わ

せた丁寧な審査を実施させていただいている
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ところでございます。 

 こちらから御連絡をさせていただくとき

も、申請者の方が、例えば、ワクチンの接種

がお済みであるかどうかなども伺った上で、

公的な場所でもいいとおっしゃってくださる

方には、もちろんそういったところを中心に

させていただきますし、例えば、なかなか病

院に赴くことができない方に関しましては、

往診ですとか、そういった手当てといいます

か、対応をさせていただいておるところで、

一件一件、個別の事情に合わせて対応させて

いただいているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 ぜひ、一人一人、いろいろと

また状況も違うし、今ワクチンの話もありま

したけれども、そういった状況も違うと思い

ますんで、やはり寄り添った対応をしていた

だきたいと思いますし、併せて、やっぱりこ

ういう状況だからですけれども、こういった

手続も進めていかなければ、やっぱり認定さ

れて、かなりまた待たせてしまうような状況

もありますんで、非常に難しい問題でありま

すけれども、丁寧な対応を進めていきなが

ら、やっぱりやるべきことはきちんとやって

いただくということでお願いしておきたいと

思います。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○前田憲秀委員 自然保護課さんにお尋ねを

したいと思います。 

 附属資料の２ページ、３ページ、４ページ

なんですけれども、商工費、災害復旧費含め

て観光施設のいろんな明許繰越しやっている

んですが、１つの予算がついたのが、例えば

９月補正だとか２月補正という理由もあるの

かもしれないですけれども、この一番右の進

捗状況が、例えば10％、0％というのも４ペ

ージにはあるんですが、予算がついた時期以

外に何か特徴的な理由はあられますでしょう

か。 

 

○前田自然保護課長 自然保護課でございま

す。御質問ありがとうございます。 

 確かに、たくさんの事業があって繰越しが

多いというところに対しては、大変業者の方

々にも御迷惑をおかけしているところだと思

います。 

 例えば、２ページの芦北海岸とか、矢部郷

園地とかありますけれども、そういった10％

となっておりますけれども、ここは額が少の

うございます。周囲、例えば、去年の豪雨で

の災害での復旧事業等々ありますので、そう

いったところと併せてやろうというところ

で、まだこれからというところがございま

す。 

 あと、４ページに矢部郷って書いてあって

0％というところがございます。につきまし

ては、去年の７月豪雨の災害で、五老ケ滝に

向かう川沿いに設置している見学路の木製デ

ッキ部分の交換の補修を行うという工事でご

ざいましたけれども、そのデッキ部分、木製

じゃなくて軀体全部がちょっと腐食されて破

損のおそれもあるというところから、ちょっ

と全体的に見直そうというところで中断して

いるところでございます。 

 ほか、五老ケ滝に向かうルートについて

は、別途遊歩道もございましたので、そこは

途中で山崩れが起こっております。そこは治

山工事で復旧を行う予定としているところと

いったところを聞いております。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 観光施設の方に聞けば、コロナ禍で、例え

ば、まん延防止重点措置のときは、県外から

のお客さんはお控え願いますという打ち出し

だったですよね。だから、もう県外のお客さ
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ん来るなって言うんであれば、もう開いてて

もなかなか閑古鳥が鳴く状態とかいろんな状

況は聞かれていらっしゃると思うんですけれ

ども、これから、５波が終わって、コロナが

今収束に向かって、ＧｏＴｏキャンペーンと

かいろいろ話が出てますけれども、しっかり

観光地も今からにぎわっていただかないとい

けないので、動き出してというんではもう遅

いと思いますので、業者さんのこともあると

思います。業者さんも見込みをして、なかな

か工事が進まないっていうんであれば、それ

も大変な状況だと思うので、私、繰り越すの

が悪いという意味じゃなくて、きちんとやは

り計画どおりやれるように努力をぜひしてい

ただきたいということを要望させていただき

たいと思います。 

 

○増永慎一郎副委員長 ちょっと関連してい

いですか。 

 私も今の質問しようと思ってたんですけれ

ども、そもそもの話をしますと、例えば県立

公園の維持管理、これは自然保護課が窓口と

なってやっているような感じがしてますけれ

ども、実は、実態は違って、町であったりと

か、振興局であったり、それも振興局の農林

部とか、その辺が多分やっていると思うんで

すけれども、それに関してはどうでしょう

か。 

 

○前田自然保護課長 自然保護課でございま

す。 

 今の増永副委員長おっしゃったように、実

際やられるところが市町村であります。た

だ、地域振興局の林務課に対しましては、私

どもの予算、実際動いていただくのが林務課

であるといったところで、林務課で工事を実

際動いていただいております。 

 あと、清掃とかそういったものにつきまし

ても、県のほうから市町村のほうに委託しま

して、公園の掃除等やっていただいていると

ころはございます。 

 

○増永慎一郎副委員長 こうやって繰越額が

出てくると、今さっき、五老ケ滝川の歩道の

話もありましたけれども、以前から、もうこ

の災害でどうのこうのっていうよりも、前か

らもう危なくて誰も通れないというふうな状

況だったんですね。 

 そういった部分がどこにでもあると思いま

す。以前私も行ったことがあるんですけれど

も、県立公園の管理、また、保全に関して

は、やっぱり自然保護課がきちんと統括し

て、目が届くような形にしておかなければい

けないというふうに思いますけれども、何か

その場所その場所任せみたいなことでです

ね。やっぱり国立公園になると、きちんと管

理がされているなというふうに思いますけれ

ども、県立公園になると、お金がないからっ

ていうことで、その辺の普通の町の公園より

も管理がしてないっていうふうな印象がしま

す。 

 例えば、先ほど言いましたように、この先

ほどの五老ケ滝川の歩道の手前に道の駅があ

りまして、そこにトイレがありました。イン

バウンドの方々が来られても、そのトイレを

使われないんですよ、汚くて。それをきれい

にしてくださいっていうのを言えば、町に言

うのか、県に言うのか。県に言えば、町に管

理はしてありますからと。その辺がまとまり

がないっていうか、横の連携もないし、自然

保護課がきちんと目が届いていないから、多

分そういうことになるというふうに思いま

す。遅れ遅れになるんですよ。 

 ここに見ると、計画が何かできなくてとか

あるけれども、以前からのいろんな情報を聞

いとけば、その計画の遅れなんかは多分なら

ないと思います。 

 ですから、県立公園、県内に至るところに

あると思いますけれども、もうちょっと全体

的な体制を――県、それは環境生活部だけで
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はなくて、例えば、先ほど言われましたよう

に、工事も治山の工事が要るとかいう話です

し、上益城の振興局の農林部にお願いをして

いるとか、工事をするとかいう話になるん

で、そのような全庁的に、もう県立公園が大

事だというふうに思えば、その辺は何か工夫

をしていただいて、どこの自然保護課に言っ

たら全部分かるとか、例えば、また、観光な

ら観光で管理をすればいいと思います。 

 だから、その辺はもうちょっと工夫をして

考えていただいて、その県立公園を生かす、

コロナが終われば、またインバウンドの方々

も来られますし、県外からの観光客の方も来

られます。熊本県に行ったら、阿蘇がきれい

だったね、どうのこうのっていう中に、やっ

ぱり隙間隙間に県立公園のいいところがある

わけなんですよね。ですから、私たちの感覚

からすれば、県立公園イコール観光のための

施設だっていうふうに、やっぱり何かそうい

うふうな感じがします。 

 自然保護課が何か窓口になっとっとってい

うふうに後から思うぐらいですから、その辺

は、さっき言ったように工夫をしていただい

て、何もかんもきちんとやれるような、すぐ

に取りかかれるような体制をしていただけれ

ば、こういった翌年度繰越額が、多分今年だ

けかもしれませんけれども、こんなに予算の

約半分が繰越しということには多分ならない

と思いますんで、ぜひそのような体制をとっ

ていただくようにお願いをしておきます。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 要望でよろしいですか。 

 

○増永慎一郎副委員長 要望というか、お願

いをしときます。 

 

○前田自然保護課長 今、増永副委員長がお

っしゃっていましたように、例えば横の連携

につきましても、道の駅のトイレの件につい

ては、増永副委員長がいろいろお骨折りいた

だきまして、一昨年度か、整備されたという

ふうに伺っております。 

 今後とも、老朽化した施設がかなりござい

ますので、昨年度から、施設の状況について

は、今地域振興局を通じて調査しているとこ

ろでございます。 

 あと、繰越しがこんなに多いのも多分令和

２年７月豪雨の影響で、少しずつ工事がちょ

っと遅れてなんてことは誠に申し訳ないと思

っておりますので、今後とも、こういうこと

が起こらないように、きちんと取り組んでま

いりたいと思います。 

 

○増永慎一郎副委員長 もう１つ。先ほど言

いましたように、そもそもの話をしているわ

けであって、管理がきちんと行き届いて、県

立公園は県がもう責任を持って管理をするっ

ていうふうにすればいいんですけれども、そ

れが今できてない状態、だから問題なんです

よ。 

 だから、管理ができないなら、例えば、山

都町さんに矢部郷の県立公園はちょっと町立

公園として管理してもらえませんかっていう

ぐらいの感じでやらないと、管理ができてい

ない状態です。それを管理しよう管理しよう

と体制を整えずにやっているから、多分管理

ができないんだというふうに思いますんで、

その辺まで含めたところで、国立公園に編入

をしてもらうとか、そういうふうな工夫も併

せてしていただきたいと思います。 

 

○前田自然保護課長 副委員長おっしゃった

ように、場所によっては市町村に引き継いで

いるものも少しずつございますので、そうい

ったものも含めて、副委員長おっしゃいます

ように、全体的なものを見直してまいりたい

と思っております。 

 

○藤本環境生活部長 御意見ありがとうござ
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いました。 

 なかなかこのコロナの中で、今、逆にアウ

トドアっていうのが見直されつつあるので、

こういう自然公園ですとか国立公園、今しっ

かり対応して受入れを整えるってのはやっぱ

り大事なことなんだろうと思います。 

 国立公園のほうは、環境省の予算もあって

やってますけれども、環境省も十分だとはな

かなか言えずに、各県の取り合いの中で、う

ちは阿蘇と天草がありますので、そこでしっ

かり予算を取れるように頑張っているところ

です。 

 県立については、なかなか現状、おっしゃ

るとおり、予算の問題もあるんですけれど

も、現実には、その要望への対応、それと、

災害が起こったときに対応するっていうのが

現実の状況で、なかなかその町からの情報も

入ってきているんですけれども、十分に対応

できてないというところはもうおわび申し上

げたいと思います。 

 その辺は、今後は、市町村と、それからや

っぱり一番の県の窓口は振興局になりますの

で、私どもの業務は林務課のほうで対応して

ますけれども、先ほど課長も言いましたけれ

ども、矢部の通潤橋の道の駅の例もあります

けれども、増永先生のとこですけれども、で

きるだけ振興局で、林務課だけじゃなくて、

まず振興課、そういうところとの情報も共有

して、町と、それからやっぱり観光も含めた

ところとしっかり共有した上で、うちも情報

もらって対応していくようにしていきたいと

いうふうに思いました、今日。 

 そういうことで、ちょっともう少し振興局

との連携も強化したいと思います。 

 

○渕上陽一委員長 まさしく今、市町村で小

学校の統廃合とかやられておりまして、その

中で地域づくりをどうしていくかということ

で、そこにある県立公園を使いながらやりた

いという声も大変聞くわけでありまして、ぜ

ひともそういった情報をしっかりすくい上げ

ながら対応していただければというふうに思

いますんで、私からもお願いしときたいと思

います。よろしくお願いします。 

ほかに質疑ありませんか。 

 

○山本伸裕委員 ４ページ、５ページのチッ

ソ県債の問題でお尋ねしたいんですけれど

も、先ほどの御説明で、支払い猶予に関して

は、８割が国の補助、２割は100％交付税措

置のある県債であてがうというような御説明

でございましたが、ただ、非常にこの状況を

続けていて大丈夫なのかっていう心配をして

いるんですよね。チッソの完済という点で

は、なかなかもうどんどんどんどん見通しが

見えなくなってきているんじゃないかという

ようなこととか、あるいはそのチッソに対す

る優遇策なんかも拡大をしてきている、こう

いう状況が続いていくのかなと。 

 もう一つは、患者補償にしても、そもそも

被害の全体像がまだ確定していないわけで、

どれだけの原資が必要になるのかというよう

な点でも、まだ見通しが立っていないわけで

すよね。だから、こういう枠のまま返済猶予

というような状況を続けていいのかというこ

とで、新聞なんかでも「機能不全」っていう

ような表現が出ておりましたですけれども、

県として、やっぱり今、ちょっとなかなか見

通しが見えない状況に至っているこの打開の

方向というか、どういうふうに考えておられ

るのかを伺いたいと思います。 

 

○江橋環境政策課長 山本議員御指摘のとお

り、チッソに関しましては、一時期は経常利

益かなり上げておりましたけれども、この数

年、中国を主にします液晶事業、こちらのほ

うでかなり収益が落ちているということで、

もともと平成12年の抜本支援策、こちらで経

常利益53億という目標があったんですけれど

も、それを大きく下回る状態に最近なってい
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るということで、関係方面からいろいろ不安

を感じる声というものも伺っております。 

 ただ、現実的には、今チッソ全体、連結で

考えまして、経常利益から、これまでの蓄積

された預金とか、子会社からの配当等を持っ

てきまして、患者補償に関しては大丈夫と、

今のところ不安はございません。 

 そして、今国のほうで連絡会議というもの

を立ち上げておりまして、そちらのほうで経

営状況を注視していくことというふうにされ

ております。そして、その中で、今年の３月

に、もう御承知かと思いますけれども、チッ

ソ自身も業績改善計画というものを作りまし

て、ただいま５か年計画で、社内の構造改革

ですとか、新しい事業の見直しですとか、こ

れまでやってきた既存事業の見直しというも

のを手がけております。そして、経常利益の

拡大ということに取り組んでおりますので、

今のところこの状況を注視したいというとこ

ろが、国、県、共通した認識でございます。 

 以上です。 

 

○山本伸裕委員 患者補償のほかにも、95年

の政治決着のときの一時金県債とか、それか

ら特措法の一時金の債務とかありますわけ

で、そういう点では、これからの先行きが非

常にやっぱり幾多の困難があるんじゃないか

なというふうに思いますし、おっしゃられた

ように、チッソの業務改善が図られていくこ

とに関しては、私も期待をしたいというふう

には思います。 

 思いますが、ただ、業務改善計画の中に、

赤字事業からの撤退というようなことが盛り

込まれているわけですね。そして、御承知の

とおり、子会社の工場閉鎖、あるいは人員削

減とかいうのも打ち出されております。 

 チッソ県債の発行に関しては、これはやっ

ぱり、チッソは患者補償と同時に地域貢献と

いうことが、これは県議会の意思としても確

認されているはずなんですよね。だから、そ

ういう点では、この地域貢献という点では曖

昧にしてはいけない。ただ単に、もうかれば

いいっていうようなことじゃなくて、やっぱ

り水俣のその経済の振興についても、チッソ

は責任を持って果たさなければならないと、

役割を。 

 そういう点では、県としても、そこはきち

っとチッソに対してくぎを刺して指導してい

ただきたいというふうに思いますが、それは

確認できますか。 

 

○江橋環境政策課長 今御指摘がありました

件、チッソの地域への貢献、その点につきま

しては、先ほど申しました連絡会議ですと

か、いろいろチッソとの打合せが時々ござい

ますけれども、その場でも重ねて県の方か

ら、要望といいますか、強く申し入れている

ところでございます。 

 そして、委員おっしゃいました経常利益さ

え上げておけばいいというようなこと、それ

が一番大事ではありますけれども、そういう

ことではなしに、業績改善計画の中で利益を

上げるのはもちろんですけれども、今おっし

ゃっていただいた地域への貢献、雇用の確

保、そしてまた、次への事業の柱、そういっ

たものがうまく立ち上げられるか、そういっ

たところも注視しまして、今後の経営状況を

見守っていきたいというふうに考えておりま

す。 

 

○山本伸裕委員 具体的に出てくる工場閉鎖

の話とか、そういうことに関しては、県とし

ても、やっぱりしっかり口を出していただき

たいなというふうに思います。 

 それから、もう１点よろしいでしょうか。 

 主要な施策の成果で、先ほど髙島委員から

もお話がありました、ゆあさいどくまもとの

相談件数倍増しているというようなお話だっ

たんですが、これはやっぱり、例えば、ＤＶ

であるとか、虐待であるとか、犯罪の被害者
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であるとか、様々な深刻な相談が来ているの

であろうというふうに思うんですが、それと

の関係で、こちらのほうは人権同和政策課の

ほうになるのかもしれませんが、その施策の

次のページには、一人一人が尊重され自分ら

しく暮らせる社会の創造ということで、人権

に関する啓発活動に力を入れていくというよ

うなことも、ずっと施策の成果が紹介されて

いるわけです。 

 先ほどのやっぱり犯罪被害の問題にして

も、やっぱり加害者が被害者に対して、いか

にその人権を尊重できないというか、人権を

ないがしろにしているような事態が広がって

いるかということの表れであろうかと思うん

ですよね。 

 そういう点では、人権を尊重する、守る、

そういう啓発活動にしっかりと力を入れて、

やっぱりそういった人権が尊重される社会づ

くりのために力を入れていただきたいと思う

んですけれども、こちらのほうでも相談事業

というのが書かれてあります。相談の実績と

いうのはどれぐらいあるのかっていうのをち

ょっと教えていただきたいんです。 

 

○鈴人権同和政策課長 人権同和政策課でご

ざいます。 

 私どものほうで相談事業も実施しておりま

す。私どもの、そこの相談事業の実績としま

して、同和問題でございましたり、外国人の

問題、子供の差別だったり、高齢者であった

り、障害者の方であったり、様々な人権、そ

の他関係の人権についての相談等を受けてお

ります。大体149件ほど相談件数として昨年

度は受けているといった状況でございます。 

 

○山本伸裕委員 先ほどのゆあさいどの相談

件数1,200件に比べると、140件というのはや

っぱりちょっと少ないなと。やっぱり犯罪が

実際表に出る前に、潜在的に、やっぱりそう

いった人権侵害であるとか、危険な状況とい

うのはかなり裾野が広がっているのではない

かと思うんですけれども、どうしてもちょっ

とこの相談事業というのが、同和関係に限ら

れているのかなっていうようなイメージ持た

れかねないような相談窓口になっているんじ

ゃないかなと思うんですけれども、やっぱり

人権侵害という点では、広くやっぱり、今様

々な女性に対する差別であるとか、外国人の

問題であるとか、言われたように深刻な状況

が広がっているわけですから、そういったと

ころもカバーできるような、やっぱり窓口で

あるというようなことをアピールしたほうが

いいんじゃないかというふうに思うんですけ

れども、それ、いかがでしょうか。 

 

○鈴人権同和政策課長 人権同和政策課でご

ざいます。 

 実際、私どもの相談件数も、その他という

形で、差別的取扱いであるとか、差別的な発

言を受けたとかいうような相談が一番、149

件のうち89件ほどはそういった相談でござい

まして、いろんな相談を受けさせていただい

ております。 

 別に、特定の同和問題に限っているとか、

子供、女性の問題に限っているということで

はございませんで、多様な相談を承らせてい

ただいているといった状況でございます。 

 

○山本伸裕委員 人権を尊重する社会づくり

が、やっぱり犯罪抑止にもつながるというよ

うなことで、引き続き頑張っていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり) 

○渕上陽一委員長 なければ、これで環境生

活部の審査を終了します。 

 これより１時まで休憩します。 

 ありがとうございました。 
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  午前11時８分休憩 

――――――――――――――― 

午後０時58分開議 

○渕上陽一委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 それでは、これより商工労働部の審査を行

います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、商工労働部長から決算概要の総

括説明を行い、続いて、担当課長から順次資

料の説明をお願いします。 

 初めに、三輪商工労働部長。 

 

○三輪商工労働部長 商工労働部でございま

す。 

 令和２年度決算の御説明に先立ちまして、

前年度の決算特別委員会において、施策推進

上改善または検討を要する事項等のうち、商

工労働部関係につきまして、その後の措置状

況を御報告いたします。 

 前年度の決算特別委員会では、共通事項と

して委員長報告第４の１、「未収金対策につ

いて、公平性の観点から、引き続き、適正な

債権管理と徴収対策の推進に努めるととも

に、必要に応じて外部委託を活用するなど、

職員の負担軽減の取組も進めること。」との

御指摘をいただいております。 

 当部の未収金につきましては、一般会計に

おいて中小企業等グループ施設等復旧整備補

助事業関連未収金、中小企業従業員住宅使用

料関連未収金、委託訓練受講経費未収金、ま

た特別会計において中小企業振興資金貸付金

関連未収金がございます。 

 これまでも債権者等の資力や返済能力を確

認しながら、可能な限り回収に努めてまいり

ました。 

 その中で、民間の債権回収業者、いわゆる

サービサーを活用し、債権回収業務、資力調

査、不動産鑑定などを行ってきたところでご

ざいます。 

 昨年度は、サービサーに不動産鑑定及び回

収可能額の検証を委託し、その成果物を利用

して、貸付先に対して今後の弁済について指

導を行っております。 

 今後も必要に応じてサービサーを活用する

などし、適正な債権管理と徴収対策の推進に

努めるとともに、職員の負担軽減を図ってま

いります。 

 続きまして、令和２年度決算の概要につい

て、御説明申し上げます。 

 説明資料の１ページをお願いします。 

 令和２年度歳入歳出決算総括表をお開きく

ださい。 

 まず、歳入につきましては収入済額の一番

下の欄にございますとおり、一般会計と４本

の特別会計を合わせまして、収入済額が900

億5,100万円余、収入未済額が、その２つ右

の数字29億4,800万円余となっております。 

 収入未済額の主なものは、中小企業振興資

金貸付金に係るものでございます。 

 次に歳出については、一般会計と特別会計

を合わせまして、一番下の欄にございます

が、支出済額が1,003億1,600万円余、翌年度

繰越額が297億3,500万円余、不用額が370億

9,700万円余となっております。 

 翌年度繰越額が、主になりわい債権支援補

助金など災害復旧に係るものと、営業時間短

縮要請協力金事業、事業継続・再開支援一時

金事業など、新型コロナウイルス感染症対策

に係るものでございます。 

 不用額は、主に中小企業金融総合支援事業

の執行残でございます。 

 以上が、商工労働部の決算の概要でござい

ます。 

詳細につきましては、各課長から御説明い

たしますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 

○渕上陽一委員長 引き続き、各課長から説
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明をお願いします。 

 

○市川商工政策課長 商工政策課です。よろ

しくお願いします。 

 まず、商工労働部全体につきましては定期

監査の指摘事項でございますが、労働雇用創

生課について指摘がございました。対応状況

等につきましては、後ほど担当課長から説明

させていただきます。 

 それでは、商工政策課の決算について御説

明いたします。 

 説明資料の２ページをお願いします。 

 まず、一般会計の歳入でございますが、い

ずれも不納欠損額、収入未済額はございませ

ん。 

 ２ページの国庫支出金のうち、再下段の新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金につきまして、予算現額と収入済額との

比較で18億3,465万円余の差が生じておりま

すが、これは、営業時間短縮要請協力金を令

和３年度に繰り越したことによるものでござ

います。 

 ３ページをお願いします。 

 諸収入のうち最下段の営業時間短縮要請協

力金負担金につきましては、予算現額と収入

済額との比較で３億66万円余の差が生じてお

ります。これは、営業時間短縮要請協力金の

市町村負担分で、事業を令和３年度に繰り越

したことに伴い、市町村負担金の精算も繰り

越したことによるものでございます。 

 続きまして、４ページをお願いします。 

 一般会計の歳出でございます。 

 上段の一般管理費は、人事課から特別配当

を受けました職員の時間外勤務手当等でござ

います。この項目につきましては、商工労働

部内の各課分を筆頭課にて一括計上しており

ます。 

 続きまして、不用額の大きいものについて

御説明します。 

 下段の労政総務費の不用額830万円余は、

委託事業の見直し及び実績減に伴う執行残で

ございます。 

 ５ページをお願いします。 

 上段の商業総務費の不用額１億3,207万円

余は、今年２月15日まで受付を行っていまし

た事業継続支援金の申請件数が見込み件数を

下回ったこと、及び経費節減に伴う執行残で

ございます。 

 続きまして、別冊の附属資料をお願いしま

す。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和２年度繰越事業調べの、明許繰越しに

ついてでございます。 

 営業時間短縮要請協力金事業につきまして

は、昨年度の時短要請に伴う協力金の申請受

付を年度末まで行ったことから、年度内に審

査支払いが完了しなかったため、令和３年度

へ繰り越しているものでございます。 

 なお、執行率は64％となっておりますが、

繰越予算で払うべき事業者への協力金の支払

いは、全て完了しております。 

 商工政策課は以上でございます。よろしく

お願いします。 

 

○増田商工振興金融課長 商工振興金融課増

田でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 元の資料にお戻りいただきまして、７ペー

ジをお願いいたします。 

 ７ページから10ページまでが一般会計の歳

入予算でございます。 

 まず７ページ、国庫支出金のうち、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

につきまして、予算現額と収入済額との比較

で30億671万円余の差が生じております。 

これは、主に事業継続・再開支援一時金な

ど、新型コロナウイルス対応事業を令和３年

度に繰り越したことなどによるものでござい

ます。 

 ８ページをお願いいたします。 
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 ２段目の中小企業組合等共同施設等災害復

旧費補助につきまして、予算現額と収入済額

との比較で179億6,390万円の差が生じており

ます。 

これは、なりわい再建支援補助金を令和３

年度へ繰り越したこと、それからグループ補

助金の実績確定に伴う執行残などによるもの

でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 諸収入のうち中小企業貸付金回収金につき

まして、予算現額と収入済額との比較で312

億3,442万円余の差が生じております。 

これは、コロナ対策に係る中小企業融資制

度の預託金でございます。預託金は歳出しま

して、当該年度に金融機関へ預け入れを行い

ます。年度末に回収を行って、この歳入のほ

うに入ってまいります。 

 昨年度は、新型コロナ対応として数度の補

正を行わせていただきました。不足が生じな

いように十分な予算額を確保した上で、融資

状況に応じて預託を行うことで、金融機関へ

の預託を抑制した結果、預け入れに対する年

末の回収金が予算に比べて少なかったもので

ございます。 

 また、雑入の各種団体清算返納金につきま

しては、460万円の収入未済額がございま

す。後ほど附属資料で説明をさせていただき

ます。 

 10ページをお願いいたします。 

 ２段目、中小企業再生支援利子補給補助金

につきまして、予算現額と収入済額との比較

で15億7,379万円余の差が生じております。

これは、中小企業融資制度のうち、利子補給

の対象資金に係る実績が執行見込額を下回っ

たことに伴うものでございます。 

 続きまして、11ページからが一般会計の歳

出になります。 

 このうち、不用額の大きなものについて御

説明いたします。 

 なお、翌年度繰越額につきましては、後ほ

ど附属資料で説明をさせていただきます。 

 12ページをお願いいたします。 

 中小企業振興費の不用額334億8,284万円余

につきましては、主に先ほど申し上げました

中小企業融資制度の預託金でございます。融

資状況に応じて金融機関への預託額を抑制し

たことに伴い、予算に比べ歳出が少なくなっ

たことによるものでございます。 

 13ページをお願いいたします。 

 上段、商工施設災害復旧費の不用額22億 

6,697万円余につきまして、主にグループ補

助金の実績確定に伴うものでございます。 

 次に、中小企業振興特別会計でございま

す。 

14ページをお願いいたします。 

14ページからが歳入でございます。 

繰入金、繰越金につきましては、不納欠損

額、収入未済額ともにございません。 

なお、繰越金において予算現額と収入済額

との比較で２億円余の差が生じております

が、これは、会計ルール上、予算現額は歳出

予算に見合う額として繰越金の一部を計上

し、収入済額は繰越金全額を計上していると

ころによるものでございます。 

また、その下の諸収入でございます。 

中小企業振興資金貸付金の償還元金、償還

利子、延滞違約金を合わせまして、29億

3,374万円余の収入未済額が生じておりま

す。後ほど、附属資料で説明をさせていただ

きます。 

次に、16ページをお願いいたします。 

特別会計の歳出でございます。 

公債費の元金で、これは貸付償還金のうち

中小機構への返還分となります。２億8,370

万円余の不用額が生じております。 

これは、高度化資金の繰上償還を予算上、

多めに見込んでいたことによるものでござい

ます。 

また、17ページの下段、一般会計繰出金、

こちらは貸付償還金のうち、県分を一般会計
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に繰り出すものでございます。１億3,612万

円余の不用額が生じております。 

これも同様の理由で、一般会計への繰り出

し分が少なかったことによるものでございま

す。 

続きまして、附属資料をお願いいたしま

す。 

２ページをお願いいたします。 

令和２年度繰越事業調べの明許繰越しにつ

いてでございます。 

一番右側に進捗状況の欄がございますが、

補助金の支出ベースで記載をさせていただい

ております。 

まず１つ目の商店街新型コロナウイルス感

染症対策支援事業から３つ目の中小企業者業

態転換等支援事業につきましては、コロナ交

付金の活用の観点から、令和３年度当初予算

から令和２年度２月補正に前倒しして予算

化、または予算の一部を令和３年度に繰り越

して事業を実施しているもので、いずれも事

業実施中であり、現時点まで支出には至って

おりません。 

４つ目の事業継続・再開支援一時金事業に

つきましては、県独自の緊急事態宣言に伴う

１月、２月分の支援として２月補正で予算化

した事業でございます。令和３年度に繰り越

したものでございます。 

なお、１月、２月分支給につきましては、

ほぼ終了しております。 

また５つ目のなりわい再建支援事業につき

ましては、補助事業者への事業計画の策定、

工事施工に不測の日数を要したため、令和３

年度へ繰り越しているものでございます。進

捗率は３％となってございますが、今後、事

業費の大きな施設の復旧などが完了していき

ますと、この進捗率はだんだん上がってくる

ものと考えております。 

次に、３ページをお願いいたします。 

事故繰越についてでございます。 

中小企業等グループ補助金につきまして、

令和元年度の補正予算で事業費を計上し、令

和２年度に明許繰越しを行い、事業が完了し

なかったため、令和３年度へ事故繰越を行っ

たものでございます。 

対象となるのは２件で、復旧工事は既に終

了し、現在、実績報告の手続中でございま

す。 

なお、グループ補助金につきましては、全

体としましては益城の土地区画整理事業等に

よる影響で申請できない方を除いて、全て完

了するということになります。 

続きまして、７ページをお願いいたしま

す。 

令和２年度収入未済に関する調べについて

でございます。 

７ページは、一般会計のうち各種団体精算

返納金につきまして、460万円の新たな収入

未済でございます。これは、グループ補助金

で取得した財産の処分に係る返納金でござい

ます。債務者により、一括で返済が困難とな

り、令和２年度中は一部の返納にとどまった

ことによるものでございます。 

４の令和２年度の未収金対策に記載してご

ざいますが、一括の返済を求めましたが、新

型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が

減少しており、一括での納付が困難との申出

があり、協議を重ねた結果、分割納入申立書

を徴収し、分割による納付を認めているとこ

ろでございます。現在、計画どおりに納付さ

れております。今後とも、納付状況を確認し

ながら債権の確保に努めてまいります。 

次に、８ページをお願いいたします。 

中小企業振興資金特別会計の未収金でござ

います。 

まず、上段１、歳入決算の状況についてで

すが、収入未済額が29億3,374万円余で、内

訳としましては償還元金が27億5,272万円

余、償還利子が2,612万円余、延滞違約金が

１億5,489万円余でございます。 

次に、下段２の収入未済額の過去３か年の
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推移でございます。 

３か年においては、現年分の未収金は発生

しておりません。 

なお、令和２年度におきましては、前年か

ら775万円減少し、29億3,374万円余となって

おります。 

９ページをお願いいたします。 

上段３の収入未済額の状況についてでござ

います。 

収入未済が生じておりますのは、合計で15

の貸付先となってございます。 

このうち分割納付中が、合計欄にあります

ように８貸付先、債権額で10億8,085万円、

それから生活困窮と区分しておりますのが１

つの貸付先、２億2,297万円余でございま

す。 

また、その他として６件、16億2,992万円

余として区分をしております。 

この６件の内訳でございますが、このうち

２件につきましては、既に廃業し主債務者が

連帯保証人の資力もないと認められることか

ら、現在、地方自治法施行令に基づき、徴収

停止という形にしております。そのうち１件

につきましては、令和３年２月の定例会にお

いて債権放棄の承認を得て、令和３年に入っ

て不納欠損処分ということでさせていただい

ております。 

ほか４件につきましては、分納が中断する

などしまして、現在、分納の催告や資力につ

いて確認中でございます。いずれも担保物件

は処分されており、中には高齢、病気のため

納付が難しい方や、破産宣告を受けた方も出

てきておりますので、現在、主債務者や連帯

保証人の資力や分納の可能性を確認しておる

ところでございます。 

下段の４の令和２年度の未収金対策につい

てでございます。 

５点書いております。 

 まず、①にありますように、未収金対策基

本方針などに基づきまして、弁済がない主債

務者や連帯保証人に対しまして、文書、電話

や面接により催告を行っております。 

また、②のとおり、死亡した連帯保証人の

相続関係の調査を実施しております。 

③のとおり、債権の回収に関しましては、

法律的な解釈や助言を得るため、弁護士に相

談を行うとともに、④のとおり新たな未収金

発生防止の取組として、未収金の発生の可能

性がある貸付先についてサービサー、債権回

収会社に担保物件の不動産鑑定ですとか回収

可能性の検証を委託し、その成果物を利用し

て弁済の指導を行っているというところでご

ざいます。 

また、中小企業団体中央会に高度化事業診

断等に係る業務委託を行っております。現

在、償還中の貸付先に係る経営状況の把握、

それから助言、指導を行っております。 

加えて、先ほど申し上げたとおり、⑤として

令和３年２月の県議会定例会において、債権

放棄の承認を得ておりますので、１件につい

て令和３年度に入り不納欠損処分を行ってお

ります。 

未収金対策につきましては、今後も継続的

に粘り強く回収に取り組んでまいりたいと考

えております。 

その中で、努力してもなお回収が困難と判

断される案件につきましては、徴収停止など

債権放棄も見据えた対応を行うなど、公平性

の観点と費用対効果を踏まえた上で対応して

まいりたいと考えております。 

長くなりまして申し訳ございません。商工

振興金融課は以上でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

○中川労働雇用創生課長 労働雇用創生課で

ございます。 

 まず、定期監査において指摘事項がござい

ましたので、こちらのほうから説明させてい

ただきます。 

 指摘事項は、公用車による毀損額が大きい
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自損事故の発生が１件でございます。 

 議案の概要につきましては、公用車で県庁

地下駐車場の駐車スペースから左折で出庫し

ようとした際に、左側の柱に車両の左側面を

接触させてしまったというものでございま

す。 

 損傷が広範囲に及んでいることに加え、Ｐ

Ｒ用のラッピングを施していた関係で、修理

費が50万円を超える高額なものになっており

ます。 

 事故後の対応につきましては、本人に対し

て時間に余裕を持って行動し、安全確認を念

入りに実施するなど、再発防止のため今後十

分注意するよう指導いたしました。 

 また、これまでも課の例会におきまして、

交通法規の遵守や事故防止について注意喚起

を行ってきておりますが、改めて課員に対し

て交通事故防止に係る注意喚起を行い、再発

防止に努めております。 

 では、先ほどの資料本体にお戻りいただき

まして、18ページをお願いいたします。 

 まず、18ページから26ページの一般会計歳

入において、不納欠損額はございません。 

 次に、21ページをお願いいたします。 

 国庫支出金のうち、２段目の地方創生推進

交付金につきまして、予算現額と収入済額と

の差が1,205万円余となっております。これ

は、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、実績が執行見込額を下回ったための国庫

補助金の減でございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 １段目の訓練事業費補助につきましては、

予算現額と収入済額との差が9,888万円余と

なっております。これは、職業訓練に要する

運営費について追加交付が行われたことに伴

う国庫補助金の増でございます。 

 その下、３段目の職業能力開発施設等整備

費補助につきましては、予算現額と収入済額

との差が7,970万円余となっております。こ

れは、技術短期大学校の改修事業費が見込額

を下回ったことに伴う国庫補助金の減でござ

います。 

 23ページをお願いいたします。 

 ３段目の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金につきましては、予算現額

と収入済額との差が４億7,690万円余となっ

ております。これは、各事業実績が見込額を

下回ったこと、また年度内の事業完了が見込

めず繰越しを行ったことによる国庫補助金の

減でございます。 

 24ページをお願いいたします。 

 上から３段目の生涯職業能力開発事業等委

託金につきましては、予算現額と収入済額と

の差が8,748万円余となっております。これ

は、主に離職者訓練の受講者の減少や早期に

就職先が決まったことで訓練生が中途退校し

たため、事業実績が執行見込額を下回ったこ

とによる国庫委託金の減でございます。 

 26ページをお願いいたします。 

 上から３段目の諸収入でございますが、延

滞金につきまして994万円余の収入未済がご

ざいます。これは、中小企業従業員住宅事業

関連のものになります。 

 その下、雑入でございますが、６万円余の

収入未済がございます。これは、委託訓練受

講経費の返還金になります。 

 この２件の内容につきましては、後ほど附

属書類にて御説明させていただきます。 

 続きまして、一般会計の歳出でございま

す。 

 不用額の大きいものについて、御説明いた

します。 

 29ページをお願いいたします。 

 １番上の段の職業能力開発校費でございま

すが、１億1,301万円余の不用額が生じてお

ります。 

 主な理由としましては、備考欄の事業の概

要のうち、下から２番目の離職者訓練事業に

おいて、先ほど国庫委託金の減のところで御

説明いたしましたが、訓練受講費の受講者減
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や早期の就職先が決まったことで、急遽、退

校したことなどによる執行残でございます。 

 続きまして、下の欄の技術短期学校費でご

ざいますが、6,669万円余の不用額が生じて

おります。 

 主な理由は、備考欄の事業の概要のうち、

下から２番目の技術短期大学校教育対策事業

におきまして、保全改修工事費にかかる国庫

補助金の内示減に伴いまして、工事範囲の見

直しを行ったことによる執行残でございま

す。 

 30ページをお願いいたします。 

 失業対策総務費でございますが、8,346万

円余の不用額が生じております。 

 主な理由としましては、備考欄の事業の概

要のうち、下から３段目の新型コロナ対応再

就職支援プログラムにおいて、参加者が見込

みを下回ったことなどによる執行残でござい

ます。 

 それでは、続きまして別冊の附属資料の４

ページをお願いいたします。 

 令和２年度の繰越事業について、御説明い

たします。 

 １段目の熊本県職業能力開発施設拠点化推

進事業は、高等技術専門校の再整備工事の設

計委託の費用でございます。計画当初よりも

調査、設計に時間を要しまして、年度内に事

業が完了しなかったため繰越しを行ったもの

でございます。 

 ２段目の技術短期大学校運営費は、技術短

期大学校の運営、維持管理の経費でございま

すが、コロナ臨時交付金の活用のため、令和

２年度２月補正増額した事業でございます。

年度内に十分な事業期間を確保できなかった

ため、繰越しを行ったものでございます。 

 ３段目の技術短期大学校教育対策事業は、

主に技術短期大学校の保全計画に基づく改修

事業でございます。新型コロナの影響によ

り、入札、契約の遅延及び工事の中断が発生

しまして、年度内の事業が完了しなかったた

め繰越しを行ったものでございます。 

 ４段目の新型コロナ対応再就職支援プログ

ラムは、新型コロナウイルス感染症の影響を

受け、解雇や雇い止めされた方への支援策で

ございます。委託事業者において、失業者を

雇用し、研修を実施した後、県内企業へ派遣

することで就職につなげるものでございま

す。この臨時交付金の活用のため、令和２年

度２月補正で増額した事業でございます。年

度内に十分な事業期間を確保できなかったた

め、繰越しを行ったものでございます。 

 最下段の新型コロナ対応雇用維持奨励金

は、新型コロナウイルス感染症を受け、従業

員の雇用維持のため、雇用調整助成金の交付

を受けた県内事業所に対しまして、さらなる

支援を実施するための奨励金でございます。

雇用調整助成金の特例措置が延長されたこと

に伴いまして、奨励金の申請受付を延長し、

繰越しを行ったものでございます。 

 続きまして、10ページをお願いいたしま

す。 

 収入未済について御説明いたします。 

 延滞金における収入未済額で994万円余で

ございますが、これは中小企業従業員住宅事

業の延滞金でございます。 

 まず事業の概要ですが、厚生年金を財源と

した融資を利用して県が企業の従業員住宅を

建設し、これを企業に有料で20年間貸し付け

た後、その住宅を企業に譲渡するというもの

でございました。 

合計で68の企業の利用がございましたが、

１社について使用料を延滞したことから、平

成24年12月議会におきまして、住宅の明け渡

しや未払い貸付料の支払いなどを求める訴え

について、県議会の議決をいただき、訴訟に

よる解決を行ったところでございます。 

 11ページをお願いいたします。 

 これまでの未収金対策について御説明いた

します。 

 時系列になっておりますが、25年３月の判
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決の後、貸付料と延滞金の額3,351万円余が

確定いたしました｡ 

未収金の回収につきましては、債権者と連

帯保証人の不動産が確認できましたので、平

成27年２月に強制競売の申立てを行い落札さ

れ、県に1,871万円余の配当がありました。

貸付料を初めとする債権の一部に充当して未

収金を回収しております。 

 その結果、元本については完済されたこと

により、延滞金額が確定し、残る延滞金総額

は1,905万円余となりました。 

 その後、29年３月に、債務者から債務者所

有の土地の任意売買について相談がございま

した。弁護士とも相談の上、任意売買に応じ

ることとしまして、29年４月に約910万円を

回収いたしました。 

 平成30年度以降、債務者所有の残る不動産

の任意売買の状況の把握に努めております

が、立地条件等の理由から現在のところ買い

手が見つからず、任意売買が困難な状況が続

いております。 

 この間、弁護士への法律相談を２度実施す

るほか、不動産の適正な評価額を把握するた

め、不動産鑑定評価を実施いたしました。 

 令和元年度から２年度にかけて任意売買の

兆しがございましたが、売買には至りません

でした。 

 法定競売手続も検討いたしましたが、債務

者は本債権以外にも社会保険料の延滞金によ

る多額の公債権を抱えておりますので、強制

競売を実施した場合には先に公債権が徴収さ

れ、後の残額が本債権に充てられることにな

りますので、回収額が非常に少額となる恐れ

がございます。任意売買でありましたら本債

権に優先して充てられるため、時効が到来す

る令和９年度までは任意売買に努めてもらう

こととしております。 

現在は、毎月、債務者から電話や面会等に

より状況報告を受けまして、任意売買の交渉

状況について確認を行っております。 

 今後とも、弁護士等と相談しながら、引き

続き未収金の回収に努めてまいります。 

 12ページをお願いいたします。 

 雑入として６万円余の未収金が生じており

ます。 

この未収金につきましては、平成21年度に

高等技術専門校で実施しました自動車運転免

許取得の委託におきまして、訓練受講の際に

は雇用保険の未加入であった受講者が、訓練

が終了した後、訓練受講前に遡って雇用保険

の被保険者となったことから、訓練受講の要

件を満たさないということになってしまいま

して、免許取得経費など10万円余を返還させ

る必要が生じたことによるものでございま

す。 

 分納により平成20年度まで４万円を返還さ

せたところでございますが、就職しても短期

間で離職を繰り返して無職の状況が続いたこ

とから、23年度以降の返還が滞り、現在６万

円余の収入未済となっております。 

13ページが未収金対策でございます。 

 これまで分納誓約書を提出させ催促を行っ

ておりましたが、債務者が平成25年５月から

生活保護受給者となったこと、また今後の継

続的な就労の見込みが低く、返済資金の確保

が難しいことから、平成26年３月17日に徴収

停止を決定いたしました。 

 なお、平成29年度からは福祉事務所等へ状

況調査を行っておりますが、状況等に変化は

なく、徴収停止を継続しております。 

 今後は、令和３年12月12日に時効が到来す

るため、不納欠損処分を行う予定としており

ます。 

 長くなりましたが、労働雇用創生課は以上

でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○受島産業支援課長 産業支援課でございま

す。よろしくお願いします。 

 お手元の説明資料31ページをお願いいたし

ます。 
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 まず、一般会計の歳入でございます。 

 不納欠損額、収入未済額はありません。 

 32ページをお願いします。 

 上から２段目の、地方創生推進交付金につ

きまして、予算現額と収入済額に5,162万円

余の差が生じておりますが、これは地域未来

投資促進事業において、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響により、年度内の補助事業

の完了が見込めず、繰り越したことによるも

のでございます。これにつきましては、後ほ

ど附属資料で説明させていただきます。 

 次に、一般会計の歳出でございます。 

 36ページをお願いします。 

 工鉱業振興費につきまして、１億2,704万

円余の不用額が生じております。 

 主な要因は、地場企業立地促進費補助にお

きまして、事業者からの補助申請額が見込み

を下回ったことにより生じたものでございま

す。 

 なお、翌年度繰越額に１億180万円が生じ

ておりますが、これにつきましても後ほど附

属資料で説明をさせていただきます。 

 次に、37ページをお願いします。 

 上から２段目の産業技術センター費につき

まして、1,847万円余の不用額が生じており

ます。 

 主な要因は、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響による技術普及講習会の中止など、

活動規模を縮小したことに伴う旅費や事業

費、委託費などの執行残でございます。 

 次に、別冊の附属資料を説明させていただ

きます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 繰越事業でございます。 

 上から１段目の地域未来投資促進事業につ

きましては、先ほど歳入で御説明しましたと

おり、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

によりまして、補助先企業において資材の調

達が遅れ、年度内の事業完了が困難となった

ことから繰り越したものでございます。 

 なお、当該補助事業につきましては、今年

度に入りまして既に事業を完了しておりま

す。 

 上から２段目の、サプライチェーン再構築

に伴う販路開拓支援事業につきましては、令

和２年度２月補正で増額した事業であり、年

度内に十分な事業期間を確保できなかったこ

とから繰り越したものでございます。 

 産業支援課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○上塚エネルギー政策課長 エネルギー政策

課上塚でございます。 

 説明資料の39ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳入でございますが、いずれも

不納欠損額、収入未済額はございません。 

 40ページをお願いします。 

 最上段の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金につきまして、予算現額と

収入済額との差が2,059万円余となっており

ます。これは、避難所に蓄電池を設置するた

めの工事費等を令和３年度に繰り越したこと

によるものでございます。翌年度繰越額につ

きましては、後ほど附属資料で説明させてい

ただきます。 

 続きまして一般会計の歳出でございます。 

 不用額の大きいものについて御説明いたし

ます。 

 42ページをお願いします。 

 工鉱業振興費につきまして、757万円余の

不用額が生じております。これは、主に備考

欄の事業の概要にあります新エネルギー等導

入推進事業や、採石等育成増進事業における

事業実績が見込みを下回ったこと、及び経費

節減に伴う執行残でございます。コロナ禍の

中で出張等を控えたことが、大きく影響して

いるものでございます。 

 別冊の附属資料６ページをお願いします。 

 蓄電池普及による防災拠点・再エネ促進事

業は、災害等が発生した際に避難所となる県
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立高校に蓄電池を設置する工事等でございま

す。令和２年９月補正予算成立後、事業を開

始したものであり、設置箇所の調整や設計等

に時間を要したため、繰越しを行ったもので

ございます。 

 右側の進捗状況としては10％と記載してお

りますが、９月29日に工事契約が完了し、現

在は99％となっております。 

 エネルギー政策課は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いします。 

 

○工藤企業立地課長 企業立地課の工藤でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 説明資料にお戻りいたしまして、43ページ

をお願いいたします。 

 43ページから44ページにかけまして一般会

計の歳入を記載しておりますが、不納欠損額

及び収入未済額ともにございません。 

 43ページ真ん中の欄の諸収入でございます

が、２億円余の差額が生じております。これ

は、最下段にございます企業立地促進貸付金

回収金について、新規貸付けの実績がなかっ

たことによるものでございます。 

 次に、歳出について主な事項を御説明いた

します。 

 46ページをお開きください。 

 一般会計の歳出でございますが、工鉱業総

務費に３億4,966万円余の不用額が生じてお

ります。 

 主なものとしましては、企業立地促進資金

融資の新規申請額がなかったこと、また、企

業立地促進補助金において補助金交付申請額

が見込額より少なくなったことによるもので

ございます。 

 続きまして、特別会計でございます。 

 おめくりいただきまして、48ページをお願

いいたします。 

 港湾整備事業特別会計の歳入でございます

が、港湾使用等のため土木部で歳入となって

おります。 

 おめくりいただきまして、50ページをお願

いいたします。 

 臨海工業用地造成事業特別会計の歳入でご

ざいますが、不納欠損額及び収入未済額はご

ざいません。 

 最上段の財産収入の予算現額と収入済額と

の比較欄に、３億1,078万円余の差額が生じ

ておりますが、これは真ん中の欄にございま

す財産売払い収入、八代外港工業用地の売払

い収入によるものでございます。 

 なお、最下段の繰越金でございますが、こ

れは過去の用地売却収入等の繰越金でござい

ます。 

 続きまして、おめくりいただきまして、52

ページをお願いいたします。 

 高度技術基盤整備事業等特別会計の歳入で

ございますが、不納欠損額及び収入未済額

は、ともにございません。 

 一番上の段の財産収入の予算現額と収入済

額との比較の欄に、２億8,868万円余の差額

が生じておりますが、これは企業進出に伴う

城南工業団地等の売払い収入が発生したこと

によるものでございます。 

 おめくりいただきまして、54ページをお願

いいたします。 

 高度技術基盤整備事業等特別会計の歳出で

ございます。 

一番上の段、商工費に1,387万円余の不用

額が生じております。その主なものは、各団

地の除草など管理経費の執行残でございま

す。 

 続きまして、財産処分についてでございま

すが、別冊の附属資料をお願いしたいと思い

ます。 

 附属資料の14ページをお願いいたします。 

 県有財産の処分でございますが、一覧に記

載しておりますとおり、八代外港工業用地、

城南工業団地、セミコンテクノパーク用地及

びテクノ・リサーチパーク用地の区画の一部

を民間企業に売却したものでございます。 
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 企業立地課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○渕上陽一委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑は該当する資料名並びにページ

番号を述べてからお願いします。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○鎌田聡委員 30ページですね、労働雇用創

生課にお尋ねをいたします。 

 新型コロナ対応の再就職支援プログラムが

参加人数が少なかったというようなお話だっ

たかなと思いますけれども、今年度も引き続

きやられているということでございますが、

こちらの成果のほうを見ると、就職決定者が

前年度が82人なんですかね。どのくらいの方

がこれを受けられて、決定されたのがどのく

らいなのかというのを、ちょっと教えていた

だきたいと思います。 

 

〇中川労働雇用創生課長 まず資料本体の30

ページの下から３段目に新型コロナ対応再就

職支援プログラムがございます。執行が１億 

8,600万円余となっております。 

 先ほど御説明で見込みが下回ったというふ

うな御説明をいたしましたが、当初は予算で

は200人の募集を予定しておりましたが、最

終的には150名の応募がございました。 

 この再就職支援プログラムにつきまして

は、その１つ上の段、真ん中ぐらいに地域活

性化雇用創造支援事業というものがございま

す。4,446万9,000円というふうな事業がござ

います。実際にはスキームは同様の事業でご

ざいまして、これは併せて実施のほうをさせ

ていただいております。２つ合わせまして、

昨年度は240名の募集を行っておりました。

最終的には190名の応募がございました。そ

の190名を人材派遣会社、委託事業者になり

ますが、人材派遣会社にまず雇用のほうをい

たしまして、その後に必要な研修のほうをま

ずＯｆｆＪＴという形でやりまして、その後

にいわゆるＯＪＴ、まず求職者の方が望む職

種とか、そういったものをヒアリングしまし

て、マッチングを行って、そこの希望される

職種のほうの事業所のほうに派遣をして、Ｏ

ｆｆＪＴのほうを実施しております。 

 そこで、それぞれの段階で、やはり既に訓

練中に、既に職業のほうを御自分で探されて

やめられる方、それから一部には、どうして

も最初にそのマッチングで希望したんだけれ

ども、ちょっとうまく思ったような業種と違

ったというふうなところもございまして、最

終的に190名参加いたしまして、最後のＯＪ

Ｔは109名参加いたしておりますが、109名の

うち最終的にその派遣先の企業に正社員とし

て就職されたのが82名というふうな実績にな

ってございます。 

 

○鎌田聡委員 これ、では前年度の就職決定

者ということでよろしいんですかね。 

 

○中川労働雇用創生課長 そうです。はい。 

 

○鎌田聡委員 それで、大体240募集された

ということですけれども、大体、昨年度コロ

ナ関係で職をなくされたかたというのは、大

体どのくらいおりなさるですか。 

 

○中川労働雇用創生課長 これは国のほう

で、コロナを起因とします解雇者、雇い止め

者というのが公表されてございます。 

 これは現在の数字になりますが、524名の

県内でコロナ起因の解雇者がいらっしゃいま

す。これは、ちなみに全国ではこれが11万人

ほどいらっしゃいますので、それと比較しま

すと熊本県内は比較的抑えられているのかな

というふうな感じはしております。 

 要因としましては、御案内のとおり当県の
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主力産業でございます自動車とか半導体関

連、こういったものが好調でございますの

で、そういったことに支えられまして、先ほ

どの求職者についても若干見込みよりも少な

くなったのではないかというふうに思ってお

ります。 

 

○鎌田聡委員 524名全てが全ての人数かち

ょっとよく分からない部分もありますけれど

も、いずれにしても今年度また繰越しをやら

れているということでありますが、今年度の

受講状況というのはいかがでしょうか、現在

の。 

 

○中川労働雇用創生課長 本年度は、昨年の

２月の補正で150名、予算のほうをお認めい

ただいておりまして、令和３年度当初で50

名、合わせて今年度も200名のほうを予定し

ております。 

 これは今、順次９月ぐらいから期を分けま

して募集のほうをさせていただいておりま

す。まだ最終的な求職者というところまでは

期間が５か月ほどございますので、まだ途中

段階でございますが、最初の応募者について

は概ね応募のほうは定員に近い数はいただい

ているところでございます。 

 

○鎌田聡委員 これから、また失業者が増え

ていくような懸念もございますので、なかな

か全ての応募者が全部就職決定しているよう

な状況ではないと思いますが、それなりの成

果は出てきている事業だと思いますから、し

っかりと今年度も継続してお取り組みいただ

きますようお願いしておきます。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○髙島和男委員 46ページの企業立地課、工

鉱業総務費の中の企業誘致事業について、お

尋ねをいたしたいと思います。 

 前年度、締結件数が41件で過去２番目、そ

してまたオフィス系企業が19件で過去最高と

いうことです。コロナ禍そしてまた経済の厳

しい中で競争を勝ち抜いて誘致を成功された

ということで、非常に敬意をまず表したいと

思います。 

 その中で、できればちょっと簡単に業種、

どういった業種が41件の中にあるのかという

ことをちょっとまず教えていただきたいと思

います。 

 

○工藤企業立地課長 企業立地課でございま

す。 

 41件の業種につきましては、主なものとし

ましては、やはり半導体というのがありま

す。 

 それとＩＴ企業が、やはりサービス関係が

多くて、こちらが約19件ございました。です

から半分よりも少し少ない程度がＩＴ企業だ

ったということでございます。 

 それと、比較的最近好調なのが物流とそれ

から食品の一部ということで、こういったも

のが比較的多く立地させていただいておりま

す。 

 ただ今後、最近の事例でいきますと、やは

り半導体のほうがかなり活況を呈しておりま

すので、令和３年度につきましては半導体の

立地がかなり多くなっていくのかなというふ

うなことを見込んでおります。 

 以上でございます。 

 

○髙島和男委員 まさに、今の日本の状況を

表しているなというのが、今のお話をお伺い

して分かったんですけれども、最近やっぱり

厳しい競争を各都道府県でやっているかと思

うんですけれども、この企業誘致を成功する

に当たって、それぞれの企業はいろんな要望

を出してくると思うんですね。近年一番リク

エストとして多い内容というのは、どういっ
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たことが求められますか。 

 

○工藤企業立地課長 その企業が求められる

要件というのは様々でございまして、一概に

はなかなか言いにくいんですけれども、例え

ば水の問題ですとか、あるいは人材の問題で

すとか、そういったのが最近はございます。 

 それと、あとはお取引先との状況、そんな

ものでも決められていくと思いますので、私

どもとしては企業さんが求めてらっしゃるよ

うなこういったニーズを一つ一つ解決してい

くような、例えば土地の問題にしても、御提

案を差し上げながら熊本県への誘致をぜひ頑

張っていきたいというふうに思っておりま

す。 

 

○髙島和男委員 今課長は最後に土地の問題

ということをお触れになりましたけれども、

今度また企業立地を促進するために、新規の

工業団地の適地選定にかかる基礎調査をされ

たということでございますけれども、基礎調

査というのは、どういった内容なんですか。 

 

○工藤企業立地課長 企業立地課でございま

す。 

 工業団地を決定していくに当たりまして

は、やはり相当な年月がかかりますので、ま

ずはどういったところが一番工業団地にふさ

わしいかというのをあらかじめ検討する必要

がございます。 

 その中で、逆に適さないところを省いてい

くような、例えばハザードマップで水害の可

能性があるですとか、傾斜地があるですと

か、あるいは森林の公園とかの少し開発がで

きるような枠がはまっていますとか、そうい

ったものを除いていって、残ったところが適

地だというふうな形で、そういった基礎的な

適地をどこが向いているかというのをさせて

いただきました。 

 

○髙島和男委員 また、菊陽町では例の話も

進んでいるようでございますので、ぜひまた

誘致一生懸命頑張っていただきたいと思いま

す。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○池田和貴委員 ちょっと私は説明を聞き漏

らしたかもしれないんですが、10ページ、商

工振興金融課さんの中小企業再生支援利子補

給補助金、これが予算現額が23億6,000万あ

って、調定額が７億8,000万に落ちて、その

差が15億あるんですよね。 

 これ自体はもともと想定した額よりもかな

り少なかったんですけれども、その理由とい

うか、説明の中で聞き逃したかもしれないけ

れども、ちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

 

○増田商工振興金融課長 商工振興金融課で

ございます。 

 利子補給のここに上げてある歳入につきま

しては、ゼロゼロ融資といいまして、昨年５

月に国が全国一斉に行いまして、利子補給を

３年間国庫のお金でやるという事業がござい

ます。 

 本県では、それに先立って２月から県独自

の融資制度を立ち上げて、２本立てでずっと

動かしておりました。 

 このゼロゼロ融資が始まりますと、当然そ

ちらが多くなるだろうという当初は見込みを

立てておったんですが、結局その売上げ減少

の割合とかが両方の融資は違うものですか

ら、結局県独自の融資も引き続きその需要が

あったということで、見込んだとおり実際の

貸付実績がなかったというところでございま

す。 

 もう１点の理由としましては、やはり県が

一緒にやるということで、一応利率というの
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を決めます。ところが、各金融機関さんにお

いては、それよりも低い利率で貸されるとこ

ろもございますので、実際のところ本県が予

定していた利率で予算は組んでおりますの

で、それよりも低くなると当然執行がなくな

るというところでございます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○増永慎一郎副委員長 最初、部長のお話の

ときに、概要説明のときに、昨年の検討を要

する事項ということで未収金の対策について

お話がありましたけれども、改善ができてい

るというのは、なかなか難しいんじゃないか

なと思います。やっぱり人間と人間のことで

すし、また相手先がお金を持っている持って

ないという部分があると思うんですね。これ

は、またさらに努力をしていかなければいけ

ないというふうに思いますけれども、さらに

コロナが、コロナ対策を今ずっとやられてい

ますけれども、経済が回っていくにしたがっ

て、また今度は実際事業を再開したりとか、

元の状態に戻ってもなかなか、お金を返さな

くてはいけなくなった場合に、またこの問題

がさらに輪をかけて増えてくるんではないか

というふうに懸念をするんですけれども、そ

の辺の対策については、何か増えてくるなと

いうのは多分感じられていると思うんですよ

ね、経済がよくなれば。その部分に関して

は、どういう考えを今お持ちなのか。 

 

○増田商工振興金融課長 商工振興金融課で

ございます。 

 昨年度、融資制度も通常でしたら年間で 

300億程度の枠で動かすところを、結局コロ

ナのために３度ほど枠の補正をお願いをいた

しまして、2,700億まで枠を増やして融資を

昨年度実行しております。 

 当然、据置期間というのはございますけれ

ども、据置期間後に返せる返せないという問

題が出てまいります。 

 実は、もう据置期間が１年間という資金も

ございますので、そのあたりはこの前９月議

会にお願いをいたしまして、その借換え等が

できるような融資制度を新たに入れて、保証

料補助なども入れながらさせていただくとい

うことにさせていただきました。 

 それと金融機関には金融庁あたりから柔軟

な対応という要請が昨年来ずっと行われてお

ります。私たちも地元金融機関と話をする場

を設けたりして、そのあたりを十分お話をさ

せていただくんですが、そういう借換えでご

ざいますとか、あと返済期間の猶予の期間で

すとか、そのあたりをできるだけ柔軟に取り

あえずはしていただくというところを今お願

いをしているところでございます。 

 そうしても、なおやはり返せないと、全体

的な回復はしてくる個々の事業者によっては

回復ができないという事業者も出てくると思

います。 

 今国では自然災害に伴う、要はそういう債

権処理のガイドラインというものを検討が今

行われてございます。個人事業者また法人も

検討するというふうには出ておりましたけれ

ども、どういう状況にあればその債権をある

一定減免して再出発していただけるかとい

う、そういう議論もなされておりますので、

そういう国の動きも見ながら、できるだけの

支援はしてまいりたいと思っております。 

 

〇増永慎一郎副委員長 ぜひその部分はやっ

てほしいんですけれども、いわゆる国がひも

をつけたような利子の補給とか融資は、ある

程度最終的には国が責任を持っていただいて

いるんじゃないかなというふうに思っている
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んですけれども、県独自で先んじてやったと

かいろいろあると思います。 

 今、要は未収金として、中には営業を続け

ながら未収金を残していらっしゃるところも

多分あるんではないかなと思っております。

例えば、高度化を借りて営業はしているけれ

ども、なかなか返すのが難しいから、リスケ

とかしながら返しているところもあるだろう

し、県が返済の猶予をして、うまい具合に間

に立っているというのがあると思いますけれ

ども。 

 こんな話もあるんですよ。例えば、飲食店

で、お金がなくなった時点でいろんな手当

が、県とか国の手当がなくなった時点で、や

めようと。後はわからんというような話も聞

きます、実際、裏のほうでは。ですからま

た、私が一番懸念しているのは、その未収金

が大きくなって、今よりもまだ大きくなっ

て、その部分をやっぱり、前の部分をきちん

と回収しておかないと、さらに皆さん方の労

力も増えますし、もともと税金ですから、や

っぱりちゃんと取るべきものは取らないとと

いう、そういうような気構えというか、それ

をきちんと対策しておかないと毎回この問題

というのは残る。一番問題ですから残るのは

当然なんですけれども、こういうのをやっぱ

り県としては、増えるというのを見越して、

こういうことをやっていますよ、ああいうこ

とをやっていますよというのを次から次にい

ろいろしておかないといけないというふうに

思いますので、何というか、払わないほうが

もうけたと、払わない者勝ちたいというふう

な、言い方は悪いですけれども、そういうふ

うな風潮になったらいけないと思います。 

 リーマンショック前までは、会社が倒産す

ると何か恥ずかしいようなというか、何かそ

ういうふうな風潮でしたけれども、リーマン

ショック以降は、これだけ頑張っても会社が

倒産するのは仕方ないわいというような風潮

がやっぱり日本の中にあるんですよ。熊本県

でも多分一緒だと思います。 

 ですから、そういうことがないように、ち

ゃんと面倒を見ながら、もし何というか、そ

うやって未収金あたりになったときには、ち

ゃんとその手立てあたりはきちんと、後の祭

りにならないように、ぜひそういう対策も、

いつも以上にぜひ頑張っていただきたいなと

いうふうに思います。以上です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○山本伸裕委員 なりわい再建支援事業の繰

越しについてお尋ねしたいんですけれども、

繰越事業調べによると、令和２年度執行額が

１億8,400万円余で、令和３年度への繰越額

が239億2,566万円余ということですが、この

なりわい再建支援事業については、せっかく

の制度なんだけれども、非常にやっぱり手続

が大変であるとか申請までにあきらめてしま

うとか、そういったお話を大分あちこちから

伺っているだけに、ちょっと心配しているん

ですよね。繰越額における現在の進捗状況３

％という数字も書いてありますけれども、実

際に被災した人たちがこの制度を利用しやす

いように、やっぱり促進を図るという上で

は、何らかの県としての対策というか改善策

というのは検討されていらっしゃいますでし

ょうか。 

 

○増田商工振興金融課長 商工振興金融課で

ございます。 

 なりわい再建補助金の実施につきまして

は、昨年度から県下19か所だったと思います

が、商工会や商工会議所に窓口という形で県

下くまなく相談窓口を設けて、特に人吉、芦

北については、県職員もほぼ毎日のように相

談会場に行って対応させていただいておりま

した。 

 そういう中で当然、今すぐ復旧していいの
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かとか、もうちょっと待って考えようとかい

ろんな事業者さんがおりますので、そういう

窓口の中で相談を伺いながら対応させていた

だいております。 

 ここに執行額として３％という数字が上が

ってございますが、実際の今の申請具合とし

ましては、この９月までで448件の申請が上

がってきて、金額に直しますと153億円の金

額になっております。予算全体としては240

億円ですので、まあ半分強ぐらいがきている

と。 

 その中で実際交付決定を行っておりますの

が308件ということで、これが46.6億円とい

うことで、どうしても規模が大きなものとい

うのは、後から申請がなされて審査の時間も

かかるものですから、どっちかというと設備

の導入ですとか簡易なものなんですね｡先に

申請があって交付決定をやって、あと実際の

支払いが進んでいくという状況がございま

す。したがって、金額ベースで言いますと３

％程度の執行しかなかったというところが、

今の状況でございます。 

 実際あとどれだけ申請をされたい方がいら

っしゃるか、今商工団体と市町村と合わせ

て、その希望の把握というのを進めておりま

すので、その中で御利用されたい方がしっか

りと利用できるように支援をしてまいりたい

と思います。 

 以上でございます。 

 

○山本伸裕委員 今お話があったように、希

望されている方がやっぱり断念することのな

いように、しっかり要望については調べてい

ただいて、そしてどこでその人たちがやっぱ

りその申請に至らずに困っているのかという

ようなことも含めて、寄り添った支援をして

いただくことが非常に重要じゃないかと思い

ますので、またぜひよろしくお願いします。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渕上陽一委員長 なければ、これで商工労

働部に関わる質疑を終了いたします。 

 ここで説明員の入替えのため、５分休憩い

たします。 

  午後２時６分休憩 

――――――――――――――― 

  午後2時13分再開 

○渕上陽一委員長 休憩前に引き続き、委員

会を再開します。 

 これより、観光戦略部の審査を行います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、寺野観光戦略部長から総括説明

をお願いします。 

 

○寺野観光戦略部長 観光戦略部です。よろ

しくお願いします。 

 令和２年度決算の概要について、御説明申

し上げます。 

 説明資料の１ページ、お願いします。 

 令和２年度歳入歳出決算総括表をお開きく

ださい。 

 まず、歳入につきましては、収入済額が13

億9,900万円余となっております。 

 次に、歳出については、支出済額が28億 

5,200万円余、翌年度繰越額が９億8,800万円

余、不用額が１億8,000万円余となっており

ます。 

 翌年度繰越額は、主に県内宿泊応援キャン

ペーン、令和２年７月豪雨被災地観光復興事

業、『ONE PIECE』連携復興応援事業、海外輸

出拡大対策事業などに係るものでございま

す。 

 不用額は、主に産業展示場施設管理事業、

コンテンツを活用した活力創造推進事業、観

光標識整備事業、クルーズ船観光客受入体制

強化推進事業などの執行残でございます。 
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 以上が、観光戦略部の決算の概要でござい

ますか。 

詳細につきましては各課長から説明いたし

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 

○渕上陽一委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いします。 

 

○久原観光交流政策課長 観光交流政策課の

久原でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 まず、観光戦略部の定期監査での指摘事項

はありません。 

 次に、観光交流政策課の決算説明でござい

ます。 

 お手元の説明資料の２ページをお願いいた

します。 

 一般会計の歳入でございますが、いずれも

不納欠損額及び収入未済額はございません。 

 下段太字、商工費国庫補助金の地方創生推

進交付金について、予算現額と収入済額との

差が667万円余となっておりますが、これは

コンテンツを活用した活力創造推進事業につ

いて、事業実績が執行見込額を下回ったこと

による交付確定減によるものでございます。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳出についてでございます。 

 主なものを御説明いたします。 

 下段太字の諸費について、1,330万円余の

不用額が生じております。 

 主な理由としましては、備考欄中ほどの姉

妹友好交流事業について、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、予定していた友好提

携先との交流事業ができなかったことによる

執行残や一番下の項目、熊本県外国人サポー

トセンター事業について、サポートセンター

の相談員が対応可能な言語の相談が多く、多

言語コールセンターの利用料が見込みを下回

ったことによる執行残でございます。 

 次に、５ページ上段太字の防災総務費です

が、477万円余の不用額が生じております。

 これは、震災ミュージアムの具体化推進事

業において、震災ミュージアムツアーの旅行

商品化に向けた調査事業の内容を見直したこ

とによる執行残でございます。 

 次に、中段太字の農業総務費ですが、747

万円余の不用額が生じております。これは、

新型コロナウイルス感染症の影響により、シ

ンガポールや香港の現地事務所の活動経費が

見込みを下回ったことによる執行残でござい

ます。 

 同ページ下段太字の商業総務費でございま

すが、211万円余の不用額が生じておりま

す。これも、同じく新型コロナウイルス感染

症の影響により、上海の現地事務所での活動

経費が見込みを下回ったことによる執行残で

ございます。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 観光費でございますが、1,335万円余の不

用額が生じております。これは、コンテンツ

を活用した活力創造推進事業において、新型

コロナウイルス感染症の影響等により、漫

画、アニメを活用したツアー等の企画調整が

難航し、実施できなかったことによる執行残

でございます。 

 続きまして、別冊附属資料の１ページをお

願いいたします。 

 令和２年度繰越事業調べの明許繰越しにつ

いてでございます。 

 『ONE PIECE』連携復興応援事業について

は、漫画『ONE PIECE』の麦わらの一味の像

と連携した周遊プロモーションや地域資源の

さらなる魅力化を図る事業でありますが、新

型コロナウイルス感染症の影響により制作関

係者の移動が制限され、一部の像の完成及び

設置ができなかったこと、併せまして、全て

の像の設置後に予定していた看板設置と動画

制作業務が履行できなかったことなどから、

4,713万1,000円を繰り越したものでございま
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す。 

これらについては現在、全ての設置につい

て順調に進んでいるところです。 

 観光交流政策課については以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○脇観光企画課長 観光企画課でございま

す。 

 お手元の説明資料の７ページをお願いいた

します。 

 一般会計の歳入でございますが、いずれも

不納欠損額及び収入未済額はございません。 

 続きまして、８ページをお願いいたしま

す。 

 中段太字の社会資本整備総合交付金につい

て、予算現額と収入済額との差は189万円と

なっておりますが、これは、観光標識の一部

事業を繰り越したことによるものでございま

す。 

 続いて、下段の地方創生推進交付金につい

て、予算現額と収入済額との差が734万円余

となっておりますが、これは、一部事業の繰

越しと執行残によるものでございます。 

 続きまして、９ページをお願いいたしま

す。 

 １段目、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金について、予算現額と収入

済額との差が１億4,579万円余となっており

ますが、これは２月補正予算で計上した昨年

７月の豪雨災害被災地の観光復興を応援する

被災地域産業再興支援事業の繰越しと、その

他事業の執行残によるものでございます。 

 次に、11ページをお願いいたします。  

 一般会計の歳出についてでございます。 

 主なものについて、説明をさせていただき

ます。 

 12ページをお願いいたします。 

 観光費でございますが、4,036万円余の不

用額が生じております。 

 主な理由としましては、備考欄上から２番

目の熊本県観光連盟補助の補助金や備考欄中

ほどの観光標識整備事業における工事請負

費、それからオリ・パラキャンプ誘致推進事

業における事業中止、令和３年度の事業への

繰越しになりますけれども、延期になります

けれども、これに伴う執行残などでございま

す。 

 では冊子を変えまして、附属資料の説明を

させていただきます。附属資料の２ページを

お願いいたします。 

 令和２年度繰越事業調べの明許繰越しにつ

いてでございます。 

 観光標識整備事業として、阿蘇地域の用地

取得等の調整に時間を要しまして420万円、

観光産業創造事業としまして、民間事業者が

整備する観光施設の整備計画変更に伴いまし

て1,000万円、被災地域産業再興支援事業と

しまして、八代市坂本町など、被災が甚大で

実施が困難な事業により788万円余の繰越し

をお願いしております。 

 また、令和２年２月補正予算で令和３年度

当初予算との一体化を念頭に計上させていた

だきました令和２年７月豪雨被災地観光復興

事業として、１億5,000万円の全額繰越しを

お願いしているところでございます。 

 観光企画課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○川㟢観光振興課長 観光振興課でございま

す。 

 説明資料の13ページをお願いします。 

 一般会計の歳入でございますが、いずれも

不納欠損額及び収入未済額はございません。 

 中段太字の地方創生推進交付金についてで

すが、予算現額と収入済額との差が206万円

余、下段太字の新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金について７億3,176万

円余となっております。これは、新型コロナ

ウイルス感染症の影響による事業の一部中
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止、事業規模縮小などにより交付額が確定し

たことに伴うものでございます。 

 なお、下段備考欄の県内宿泊応援キャンペ

ーン第２弾と、九州新幹線10周年キャンペー

ンは、昨年の２月補正予算で全額繰越しをし

ております。 

 次に、15ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳出についてでございます。 

 主なものを御説明いたします。 

 観光費不用額の欄、1,684万円余の不用額

が生じております。 

 主な理由としましては、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、備考欄中ほどの上か

ら５ポツ目、クルーズ船観光客受入体制強化

推進事業、これはクルーズ船寄港による関係

者との調整、観光施設のコロナ対策のヒアリ

ング、おもてなし準備などに要する経費です

が、クルーズ船寄港がなかったことに伴う委

託事業の執行残でございます。 

 また、下から２ポツ目、地域観光誘客応援

強化事業、これは、昨年７月から８月に実施

した宿泊キャンペーンですが、一部の事業に

ついて、事業実施期間の短縮に伴う執行残で

ございます。 

 続きまして、別冊附属資料の３ページをお

願いいたします。 

 令和２年度繰越事業調べの明許繰越しにつ

いてでございます。 

 県内宿泊応援キャンペーン第２弾及び九州

新幹線全線開業10周年キャンペーン、これ

は、ＪＲ西日本と連携したプロモーション事

業の実施及び鹿児島県との相互誘客キャンペ

ーンを実施するものでございますが、いずれ

も国の経済対策に対応し、令和３年度当初予

算について、令和２年度補正予算と一体的に

予算化したため繰越しをしたものでございま

す。 

 観光振興課については、以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○池田販路拡大ビジネス課長 販路拡大ビジ

ネス課でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 お手元の説明資料の16ページをお願いいた

します。 

 まず一般会計の歳入でございますが、いず

れも不納欠損額及び収入未済額はございませ

ん。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 商工費国庫補助金の上から２つ目のポツ、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金についてですが、予算現額と収入済額

との差が4,786万円余となっております。こ

れは、事業実績が執行見込みを下回ったこ

と、あるいは一部事業の繰越しを行ったこと

に伴う国庫補助金の減によるものでございま

す。 

 次に、一般会計の歳出についてでございま

す。 

 主なものについて御説明いたします。 

 おめくりいただいて、20ページをお願いい

たします。 

 商業総務費において、1,928万円余の不用

額が生じております。 

 主な理由といたしまして、新型コロナウイ

ルスの影響によりまして、海外展開推進体制

整備事業の海外での事業縮小に伴う委託料の

執行残やマーケット拡大支援事業における首

都圏での催事出展自粛等によりまして、執行

残が出たものでございます。 

 次に、下段の工鉱業振興費におきまして、

2,879万円余の不用額が生じております。 

 主な理由としまして、産業展示場の運営管

理費の経費節減等に伴う執行残でございま

す。 

 おめくりいただいて、21ページをお願いし

ます。 

 観光費において、1,012万円余の不用額が

生じております。 
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 主な理由としまして、外食産業インバウン

ド需要回復緊急支援事業におきまして、事業

者からの補助金の申請額が見込額を大きく下

回ったことによる執行残でございます。 

 次に、下段の商工施設災害復旧費におい

て、1,736万円余の不用額が生じておりま

す。 

 主な理由としまして、産業展示場災害復旧

等事業の入札に伴う執行残でございます。 

 続きまして、別冊の資料の４ページをお願

いします。 

 令和２年度繰越事業調べの明許繰越しにつ

いてでございます。 

 海外輸出拡大対策事業及び輸出マーケット

イン販路開拓事業、２事業とも輸出拡大に伴

う事業でございますが、国の経済対策に対応

しまして、令和３年度当初予算について、令

和２年度の補正予算と一体的に予算化したた

め繰り越したものでございます。 

 販路拡大ビジネス課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○渕上陽一委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑は、該当する資料名並びにペー

ジ番号を述べてからお願いします。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○髙島和男委員 15ページの観光振興課で観

光費のインバウンド誘致事業についてお尋ね

をしたいと思います。 

 昨年度ということで、まだまだコロナの見

通しが全く立たない中で、７か国113社の海

外旅行会社とオンラインで商談会、セミナー

を実施したということでございますけれど

も、何回ぐらいそういったものをされたの

か、そして、そのもうちょっと詳しい内容

と、そのときのオンラインですからなかなか

伝わらないと思うんですけれども、空気感と

いうか、その旅行会社さんがどういう思いと

いうか気持ち、そういったものをちょっと教

えていただければと思います。 

 

○川㟢観光振興課長 観光振興課でございま

す。 

 オンライン商談会については各国の旅行会

社、タイ、ベトナム、マレーシア、韓国それ

から台湾、香港、中国などと実際やっており

ます。 

 旅行会社の方を相手にしたり、あるいは現

地のアドバイザー、それから現地に県から出

向いて行っている職員とのいろんな意見交換

をやっているところです。 

 中身についてですけれども、コロナが始ま

ったころは、やっぱりコロナの感染状況、国

内の感染状況ですとか熊本の感染状況とか、

そういった質問が非常に多かったんですけれ

ども、だんだんコロナが増減を繰り返しなが

らですけれども、収束したり増えたりするに

従って質問の内容が大分変わってきておりま

す。 

 例えば、最初は一番最初に言いましたよう

にコロナの感染状況とか、行って大丈夫なの

かとか、そういった話だったのが、最近にな

ってきますと、例えば宿泊施設あるいは観光

施設のコロナの感染対策、どういった感染対

策をやっているかとか、あるいは新しい観光

施設、例えば熊本城ですとか、そういったコ

ロナの収束とともに開いてきた施設ですと

か、熊本地震からの復興を成し遂げた熊本

城、あるいは駅前のビルの状況とか、だんだ

んお尋ねになられる質問のフェーズが変わっ

てきております。内容が変わってきておりま

す。 

 これはどういうことかというと、私たちも

現地の旅行会社の人たちが、やっぱり常に、

もう私たちは行ってもいいよというような、

そういったフェーズにだんだん移り変わって

きている証拠じゃないかなと思っていますの
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で、なるたけ私たちも、相手とミーティング

する際は最新の情報、あるいはコロナの感染

対策、ここまで徹底していますというよう

な、宿泊施設あるいは観光施設のそういった

情報を特に注意して発信しているところで

す。 

 

○髙島和男委員 ありがとうございました。 

 確かに、おっしゃるようにやっぱり向こう

側も変化をしていくんだろうと思いますし、

今課長がおっしゃったようにフェーズが変わ

っているということなんで、ぜひ収束という

か、終わりじゃなくてだんだん収まってくれ

ば、リベンジ消費とかいうことも言われてお

りますので、ぜひ向こうの要望というか質問

にしっかりと的確に答えて、よーいドンにな

ったときには出遲れのないようにお願いした

いと思います。 

 もう１点なんですが、新たな観光事業の創

出、ワーケーションの導入で、東京に本社を

構える企業による実証実験を行ったというこ

とでありますが、どういった企業、何社ほ

ど、その内容をちょっと教えていただけると

……。 

 

○川㟢観光振興課長 昨年、ワーケーショ

ン、とにかく熊本県は、他の自治体は結構ワ

ーケーションというのは進んでいたんですけ

れども、私たちがなかなか――いわゆる後発

組だったというふうに認識しています。昨年

は、県と包括連携を結んでおります損保ジャ

パンさん、損害保険ジャパン株式会社、あち

らの会社と実証というか、熊本の環境がどう

なのかとか、実際参加された方たちがどう感

じたのか、あるいはワークだけじゃなくてバ

ケーションも大事ですので、バケーションの

環境がどうなのかとか、あるいは２次交通が

どうだとか、そういったところをちょっとい

ろいろヒアリングをさせていただいておりま

す。 

 残念ながら昨年は、コロナもいろいろあっ

たので、損保ジャパンさん１社だけと実証と

いう形で進めさせていただきましたけれど

も、昨年の成果を踏まえて今年ちょっと予算

をいただきましたので、今年はちょっと広域

的に取組を進めていければなというふうに変

えております。 

 

○髙島和男委員 損保ジャパンさんがこれか

ら実際にワーケーションに熊本を選んでいた

だくように、また御尽力いただきたいと思い

ますし、またほかにも数が増えるように引き

続き御尽力をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○前田憲秀委員 説明の５ページです。 

 観光交流政策課さんの農業総務費と商業総

務費の御説明があったんですけれども、活動

経費が見込みを下回ったということで不用

額、農業総務費は香港、シンガポール、商業

総務費は主に上海。政策課の説明のほうで

は、農業総務費は販促のＰＲを４回やりまし

たと。商業総務費のほうでは県内企業の海外

進出を支援したというふうにあるんですけれ

ども、逆に私はこの不用額が意外に少ないな

というふうに思っているんですよ。全体的に

この観光戦略部の皆さん方は、このコロナ禍

の中で非常に、どう進めていいのか、予算を

消化すればいいのかという苦慮があるんじゃ

ないかと勝手に私は思っているわけですけれ

ども、この香港、シンガポール、上海に関し

ては意外に予算を消化できたのかなと思うん

ですけれども、そこら辺は何かアピールとい

うか御説明はございますか。 

 

○久原観光交流政策課長 観光交流政策課で

ございます。 
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 当県では３事務所、御指摘のとおり海外に

事務所を構えております。 

 今回の不用額の主なものは、やはり旅費が

減っているものがほとんどでございます。ど

うしても海外、特にシンガポール、香港、中

国もですけれども、日本よりも厳しい渡航制

限とかをかけていらっしゃるところも多く、

自由に、日本のみならず他の国にも行けない

という状況でありましたので、旅費はそうな

っております。 

 あと、おっしゃっていただいたとおり、そ

んな中でも各事務所、オンラインやそれから

本課とのつながりの中で非常にミッション高

く頑張って、職員はアンテナを張ってやって

おります。渡航ができない中でも、情報収集

あたりも非常にしっかりしてくれております

し、これまで培ってこられた人脈あるいは海

外の企業さんとの連携、そういったものの中

から、できない中でもいろんな販路拡大に対

するイベントであったり現地の催し、そうい

ったものをしっかり頑張らせていただいてい

るところです。 

 ３事務所、うちの部だけではなく全庁の仕

事を請け負っておりますので、全ての連携の

中でそういった実績を上げているところでご

ざいます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 主に不用額は渡航費といいますか旅費とい

う御説明だったんですけれども、非常に現地

の人、頑張っていただいているということだ

ったので、これからコロナ後、ウイズコロナ

なのかもしれませんけれども、爆発的にこの

観光戦略部の施策が有効に生きるように、し

っかり動いていただいた分しっかり評価をし

てあげる仕組みもしていただければなと思っ

ております。よろしくお願いいたします。） 

 

○池田和貴委員 今その３事務所のことで御

報告いただいたんですが、すみません、去年

香港が結構大変なことになりましたね、政治

的に。 

 で、今まで香港が持っていた魅力だとか県

が持っていた人脈とか、そういったものも少

なからず影響を受けるんじゃないかというふ

うにちょっと懸念をしているところがあっ

て、綿密にいろんな事業で連携されていると

いうことだったので、去年の民主化運動への

いわゆる弾圧ですとか、いわゆる資本主義の

社会から社会主義に移ろうとしているような

感じもするんですけれども、その辺の影響と

いうのは何かあったら教えてほしいなと思う

んですけれども。 

 

○久原観光交流政策課長 観光交流政策課で

ございます。 

 御指摘のとおり、香港については１国２制

度という中で非常に職員のほうも、日本では

ちょっと考えられないのかもしれませんが、

言論自体も自由な発言というのが制限をされ

たりしているというような苦労も聞いている

ところです。 

 片やその活動のほうなんですけれども、事

務所は肥後銀行さんと共同設置で行っており

ますが、いわゆる巣篭もり需要と言います

か、香港内部で楽しむような需要が増えてい

るということで聞いておりまして、そういっ

た中では、いろんなそういった日本食のレス

トランであるとか日本食の農産物加工品とい

ったようなものが出ていっているというよう

には聞いております。 

 特段、事務所職員毎週レポートも詳しくし

てくれておりますが、特にその中で企業さん

との間でなかなか、おっしゃったような連携

ができないというような報告は、特には出て

いないところでございます。 

 

○池田和貴委員 はい、分かりました。 

 私たちもマスコミベースでしか見ることが

できないんですけれども、何か急にがらっと
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大きく社会自体が変わったような印象を受け

たので、駐在員も含めて今後、観光の海外の

インバウンドに向けて、今まで香港というの

はかなり重点化してきたんですけれども、そ

ういったのが変わらないかと思ったんですけ

れども、今のお話だとそうあまり大きく環境

は変わってないというような感じで、よかっ

たんですよね。分かりました。結構です。 

 

〇増永慎一郎副委員長 さっきの事務所の費

用、これ農業費と商業費、商業総務費と農業

総務費て、これはいわゆる事務所の経費でし

ょう。 

 

○久原観光交流政策課長 事務所にかかる経

費でございます。 

 

〇増永慎一郎副委員長 だから、現地でイベ

ントとかそういった関連を行うお金ではない

んですよね。 

 

○久原観光交流政策課長 一部そういった費

用も、当課で持っている費用も入ってはおり

ますけれども、おっしゃるとおり事務所の運

営費が大きなものを占めております。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○増永慎一郎副委員長 観光戦略部は多分昨

年の途中からできて、これが初めての決算で

はないかというふうに思っておりますけれど

も、そうですよね。 

 それで、なかなか１年目からできて非常に

制限のある中で、思い切ったお仕事も、切り

離した意味がないような感じで過ごされたと

いうふうに思っております。 

 不用額も非常に大きいですし、繰越しも非

常に大きいんですけれども、今年を迎えられ

て、そういった繰越しの状況とか、全体的に

去年以上にやれたとか、何かそういうのがあ

りますかね。仕事として１年間、今年になっ

てもまだコロナの影響があって、よくなるか

と思ったらやっぱり変わらぬやったみたいな

感じで、何かその辺をちょっと教えていただ

きたいんですけれども。 

 

○寺野観光戦略部長 御案内のとおり、蔓延

防止がかかったり外れたりで、我々の部署は

経済振興のアクセルを踏む部署と理解してお

りますが、なかなかアクセルを踏み込めない

というジレンマがございます。で、県のリス

クレベルとか国のリスクレベルが下がったと

きにいろんな発動をしているんですけれど

も、じゃあいつをにらんで、いつの態勢でや

っているかというのが我々の焦眉の急かな

と。いろんな関係書類を読んでみますと、来

年ぐらいには国内は戻り始めるだろうと。

今、一部戻り始めてきてます。ただ、みんな

まだマインドが下がっている、そろりそろり

かなと。その後インバウンドが来るかなと。

そういうイメージを描きながら、では先ほど

のオンラインの商談会の話がありましたが、

向こうのエージェントですとか、あるいはお

店、店を閉めるところもあるんですね。人が

入れ替わっているということで、なるたけつ

ながりながら新規のメンバーを探しながらい

くと。今やれることをどうやっていくかとい

うのが私どもの焦眉の急でございまして、総

トータルで言えば去年と余り変わらないのか

なと。できることとできないことがあります

ので。気持ちは少しずつ上向きながら次を見

据えて対策をやっていきたいと。やっていか

ないまでも、まず感染対策ということで、ホ

テル、そしてお客さんが空間を利用する飲食

店につきましても我々の部で、認証店のため

の感染の補助とかやらせていただけるよう

な、しっかり感染対策をやりながら経済を回

していく、ベストバランスを目指しながら今

やっているところでございます。 
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〇増永慎一郎副委員長 今言われたように、

なかなか先が見えない状態ですけれども、こ

ういうことが続いていくと何かしゅんとなり

がちで、外向きになかなかできない。予算を

組んでも、またなるかもしれないという形

で、なかなか動きが鈍くなるような感じがし

ます。 

 特に行政はお金を使ってないと次のときに

なかなか使いづらいという部分があるんじゃ

ないかというふうに思っています。今からの

予算とかいろいろ決められていく中で、これ

を無視してでもいいですから、ぜひ、この先

に明るい観光が広げていかれるような予算取

りをしていただいて、ぜひとも中から外から

観光の面でぜひ頑張って、予算をいっぱい取

って、活動が大きくなるように、ぜひお願い

をしておきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○寺野観光戦略部長 ありがとうございまし

た。 

 

○渕上陽一委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渕上陽一委員長 なければ、これで観光戦

略部の審査を終了します。 

 次回の第５回委員会は、10月15日金曜日、

午前10時から開会し、農林水産部の審査を行

うこととしておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

  午後２時45分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  決算特別委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


